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梅雨期の大雨等におけるボランティア活動について 

『ボランティアで広がる縁（えにし）の輪』 

萩市社会福祉協議会 

１ 萩市の概要 

平成17年３月６日、１市２町４村が合併し、新「萩市」が誕生。 

萩市は、山口県の北部に位置し、総面積が698.79㎢で、県土の11.4％にあたる。市の北

部は阿武町を取り巻く形で日本海に面し、東部は島根県益田市、津和野町に接し、南東部

は山口市、西部は長門市、美祢市に接している。 

延長35㎞に及ぶ海岸線は、北長門海岸国定公園に指定されており、日本海にはいくつか

の離島が点在し、４つの有人島を有している。  

○萩市人口   52,546 人 

    世帯数  24,208 世帯 

    高齢化率  36.4％ 

○今回被災した地域の概要 

地 域 人 口（人） 世帯数（世帯） 高齢化率（％） 

田万川 2,981 1,347 44.3 

須 佐 2,960 1,406 44.2 

むつみ 1,666  771 48.5 

                       ※平成 25 年 10 月末現在 

 

２ 災害の概要 

７月 28 日（日）、山口県付近に発達した雨雲が次々と流れ込み、早朝から昼過ぎにかけ

て、萩市東部で猛烈な雨となった。１時間の降水量は、須佐で 138.5 ㎜と観測史上最大の

雨量となり、午前９時 20 分からの３時間に７月の月降水量の平均値（281.6 ㎜）を上回

る 301.5 ㎜を観測する記録的な豪雨となった。この大雨により、大規模な土砂災害や浸水

害が発生し、多数の家屋の損害や床上浸水、水道施設の被災による断水、汚水処理施設の

損壊、さらには道路交通網の寸断など、市民生活や経済活動に大きな打撃を受けた。 

 ○人的被害 

  死者   ２名（田万川地域１名 須佐地域１名） 

  行方不明 １名 

  負傷者  ５名 

 ○家屋被害                       （単位：棟） 

地域 床上浸水（全壊） 床下浸水 合計 

田万川 185（12） 190 375 

須 佐 304（17） 225 529 

むつみ  12（ 1）  48  60 

※平成 25 年９月 17 日現在 

1



○ライフラインの状況 

 田万川地域 須佐地域 復旧状況 

停電 942 世帯  75 世帯 ７月 30 日全戸復旧 

断水 400 世帯 1,100 世帯 ８月７日全戸復旧 

電話 小川地区 鈴野川地区 ８月９日全戸復旧 

○交通機関 

国道 191 号 道路崩落のため通行止め（８月５日より片側交互通行） 

国道 315 号 土砂崩れにより通行止め（７月 31 日解除） 

県道 13 号  通行止め（７月 31 日解除） 

※被災当初、萩地域と須佐、田万川地域を結ぶ基幹道路をはじめ、多くの生活道路が通

行止めとなり、被災地への交通が途絶した。現在では復旧が進んでいるが、一部の道路

では交通規制が残っている。 

鉄道 奈古駅～益田駅間代行バス 

須佐駅～益田駅（11 月９日より運行）奈古駅～須佐駅（現在も代行バス） 

 

３ 萩市災害ボランティアセンターの取組 

災害発生が日曜日（７月 28 日）ということもあり、事務局長から翌日の業務について

職員連絡網により指示があった。 

７月 29 日、山口県社会福祉協議会職員の２名と萩市社会福祉協議会（本所）から事務

局長、ボランティアコーディネーター、南支所長の３名が、被害のあった北支所田万川事

務所へ向い、北支所長と現地を調査した。 

７月 30 日、関係機関と協議し、萩市、山口県社会福祉協会（以下「県社協」）、萩市社

会福祉協議会（以下「社協」）の３者で萩市災害ボランティアセンターを設置することに

決定した。 

○設置期間  ７月 31 日（水）～８月 31 日（土） 

○場  所  須佐老人憩の家 本部（問い合わせ先、運営スタッフ会議の拠点） 

旧山口県立奈古高等学校須佐分校体育館 災害ボランティア活動拠点 

○活動内容  家屋及びその周辺の片付け（土砂の撤去が中心） 

○ボランティア述べ人数 7,324 人（１日最高 724 人） 

○ニーズ件数        495 件（田万川 182、須佐 313） 

○萩市災害ボランティアセンターのスタッフ編成 

総務班 

         外部との交渉、広報、物資受付など ※会計は総務課 

ニーズ班 

 地域住民からのニーズ受付、電話によるボランティア受付 

受付班 

 ボランティア受付、高速道路無料申請、ボランティア活動証明 

活動終了時の消毒など 

セ
ン
タ
ー
長 

副
セ
ン
タ
ー
長 
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マッチング班 

 ニーズとボランティア派遣の調整 

車両班 

 車両の調整、ボランティア輸送、資材運搬、活動終了時の消毒 

資材班 

 資材の調達準備、資材運搬、資材管理 

救護班 

 ボランティア及びスタッフの安全衛生と健康管理 

○派遣職員 

県社協・県内市町社協職員       述べ 249 人 

中国ブロック・指定都市社協職員    述べ 181 人 

県外市町社協（福岡県・熊本県）職員  述べ 123 人 

○運営スタッフ 

萩市職員               述べ 188 人  

地元ボランティア           多数（小学生～高齢者） 

○イベントの開催 

「夏の思い出縁日」～子どもも大人も元気になあれ～ 

地域の子どもたちは、この夏休みに忘れられない体験をし、たくさんの我慢をしてきた。

夏祭りや花火大会、学校でのプールなど、今年の夏は何もなかった。夏休み最後の思い出

にと、県内外からボランティア団体の方の協力により、「夏の思い出縁日」を開催しても

らった。 

久しぶりの子どもたちの笑顔、はしゃぐ姿に家族の方も安心した様子だった。 

月 日：８月 25 日（日） 

場 所：旧山口県立奈古高等学校須佐分校体育館 

内 容：食べ物コーナー・遊びのコーナー 

参加者：田万川・須佐地域の子どもとその家族 約 300 人 

○反省 

社協の事務所や総合事務所周辺は被災したため、センターの場所がなかなか見つからな

かった。そこで、県立高校の廃校の体育館があったため、利用することにした。しかし、

電気や水道など使えなかった。そのため、発電機を置くなどした。また、グラウンドが駐

車場に利用できることなど良い点もあった。 

当初、災害範囲が広かったことや道路事情が悪かったことから、社協の田万川事務所に

サテライトを置いた。ボランティアの受付は、須佐分校の体育館で行い、サテライトでマ

ッチングや資材の運搬管理を行った。しかし、スタッフ間の連携が取りにくいことや、ス

タッフ数が多くいること、またボランティアをセンターで待機させ、またサテライトに移

動後に出発まで待機し、活動場所に行くまでが時間がかかることなどから、盆明けからサ

テライトを閉鎖し、センターに一元化した。 

社協は、本所ほか６事務所ある。本所からセンターまで 35 ㎞離れており、事務局長が
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センター長になったものの、センター長不在のことが多かった。しかし、多くの経験ある

派遣職員や地元職員が班ごとに日々反省し改善していくなど、トップダウンではなく、担

当者レベルで活動できたことは、スタッフの意識の向上や結束力が強くなり、スムーズな

運営に繋がった。 

スタッフ全員が「おもてなしの心」を持ち、ボランティアを迎えるなど心がけた。その

気持ちは、地元の運営ボランティアも同じで、子どもから高齢者の方まで自分たちのでき

るおもてなしをしたことが、ボランティアのリピーターを作ることになったと思う。 

災害は、いつ起こるか分からない。平成 23 年度から災害ボランティアセンターに関す

る職員研修会を年１回実施した。平成 24 年度には、災害ボランティアセンターマニュア

ルも作成した。また、職員の緊急連絡網を整備し、訓練も行った。災害の起きる一週間前

には、市民を対象に災害ボランティアを知ってもらうため、宮城県七ヶ浜町より講師を招

き、講演も行った。これらの研修は、役立ったのか。センターに関わった職員と事務所か

ら後方支援していた職員が今年度中に振り返りの研修会を実施する予定。 

また、振り返る際、記録の整理ができていないことから、ボランティアセンターに記録

班（数字的な記録や記録写真）があれば良かったと思う。 

      

４ 災害ボランティアセンターから生活応援センターへ 

家屋の土砂の搬出などのニーズも減り、被災者の生活も次の局面を迎えた。それは、ハ

ード面の支援から、被災者の生活復興を応援するというソフト面への支援を意味していた。

そこで、災害ボランティアセンターを閉所し、新たに生活応援センターとして業務の再構

築を図った。 

○設置月日  ９月１日（日） 

〇場  所  萩市社会福祉協議会（９月１日から） 

萩市災害復興局内に併設（９月 17 日から） 

※行政との連携による支援体制強化のため 

○活動内容 

①縁パック配布 

災害から２か月。やり残しのボランティア活動はなかったか、住民の方の疲れは出て

いないかなど、目に見えないニーズを掘り起こすため、被災者宅を再訪問した。その際、

被災者の方を元気づけるため、地域のボランティア団体と子どもたちが縁パックを持っ

て訪問した。 

②仮設住宅への支援 

９月21日に３か所40棟の仮設住宅が完成し、22日に32世帯77人の方が入居された。 

新しいコミュニティづくりのお手伝いとして、お茶会を開くなどボランティアによる

サロン活動の調整をしている。 

③まごころ表札を届けよう 

地元の小学生からの提案で、仮設住宅へ手作り表札をプレゼントした。 

木材の提供、名入れ、ニス塗り、飾りつけなど、様々なボランティアの手に渡り表札
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は完成した。 

この表札を持って、小学生が仮設住宅に交流を兼ねて訪問した。入居者の方々は、歌

やリコーダー演奏、優しい言葉の声掛けに涙を流される方もいた。 

④生活相談員の設置 

一日でも早い生活の復旧が住民の心と体の健康につながると考える。そのため、被災

者の困りごとや生活のしづらさを聞き取り、そのニーズに対応すること、センターとし

て新たなボランティアの発掘、登録、斡旋を行うこと、そして新たなコミュニティづく

りにつなげることが必要であると考えた。 

そのため、生活相談員を設置し、被災者の支援にあたることとした。相談員には、活

動の特殊性もあることから、10 月中に２回の研修を受けていただいた。その後、11 月

～12 月に被災された方の中から、ひとり暮らし高齢者世帯、高齢者世帯、親子二人暮ら

し、障がい者世帯の 330 軒を相談員９人と社協職員で訪問することとした。 

⑤復興と感謝のイベント「五縁まつり」の開催 

延べ 8,000 人余りのボランティアや地域の方に感謝し、これからも末永く縁がつない

でいけるようにという願いを込めて、「五縁まつり」を開催した。 

※五縁…４つの地域とお世話になったボランティアとの縁 

月 日：11 月４日（月） 

場 所：萩市立小川小学校 

内 容：災害ボランティアセンター記録「縁」上映会、被災地に花を贈ろう、もちつ

き大会、ワークショップコーナー、遊びのコーナー、食事のコーナー、復興

いちば、もちまき等 

参加者：市内外から約 3,000 人の参加 

※市外のボランティア協力団体から多数の参加があった。また、地元のボランティアは、

地域外から来られた方に対して、感謝の気持ちをいっぱい持たれ、おもてなしの気持ち

を持って迎えられた。 

⑥年末おもちの配布（予定） 

 

５ 今後の課題 

〇仮設住宅への継続的支援 

仮設住宅での生活も少しずつ落ち着いてきている。それぞれを一つのコミュニティとし

て確立していくことで、入居者のストレスを軽減することができると考える。そのため、

さりげない継続的な支援に取り組む必要がある。 

〇生活相談員によるニーズの把握と対応 

地域を知っている生活相談員だからこそ、センターや行政の耳に入りにくい生の声を拾

い上げてくることも多い。それらのニーズを整理し、行政と連携しながら、確実に対応し

ていく必要がある。 

〇行政との連携 

被災者のニーズ調査からも、いまだにハード面に対する不安（道路や河川の復旧など）
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があることが分かった。生活応援センターでの取組と行政による取組の調整を図りながら、

円滑に推進していく必要がある。 

〇ボランティアの気運づくり 

今回の災害を通して、ボランティアを身近に感じられた地域である。これをチャンスと

とらえ、ボランティアの活動情報や活動機会を提供し、「自分たちも身近なところでボラ

ンティアに取り組んでみよう」という気運を高めていきたいと考える。 

  

６ おわりに～128 日の縁を通して～ 

昭和 58 年、山陰大水害による水害経験がこの地域にはあった。しかし、「当時はボラン

ティアによる支援はなく、復旧は遅々として進まなかった」と、水害を経験された高齢者

の方が語られていた。 

今回、市内外、県内外からたくさんのボランティアが駆け付け、それを受け入れたこと

は、この地域では初めての体験であった。そのため、他地域から来るボランティアに対す

る不安が当初はあったように感じた。萩市災害ボランティアセンター、地元ボランティア、

県内外の社協、NGO 団体などが手を取りながら、その不安を解消していったことが、円滑

なボランティア活動とそれを生かした災害復旧につながったと感じている。 

また、社協が地域で活動する中で、助け合いや支え合うことを地域に根付かせていた。

今回の災害ボランティアセンターの運営では、この助け合いや支え合いが生かされた。 

「ピンチはチャンス」という言葉があるが、この地域にとって災害というピンチの中で、

人と人とのつながりを実感できた夏であったはずである。昭和 58 年の水害の後、地域の

自主防災組織が立ち上がったように、このピンチをボランティア活動あるいは地域のコミ

ュニティづくり、再構築のチャンスととらえ、今後も継続して取り組んでいきたい。縁を

大切にしながら…。 
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須
佐
地
域
】

床
上
浸
水
３
０
４
軒

床
下
浸
水
２
２
５
軒
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☆
被
害
状
況

【
停
電
】

１
０
１
７
世
帯
（
７
月
３
０
日
復
旧
）

【
断
水
】

１
５
０
０
世
帯
（
８
月
７
日
復
旧
）

【
電
話
】

【
電
話
】

小
川
地
区
（
８
月
９
日
復
旧
）

【
交
通
機
関
】

国
道
１
９
１
号
線
（
８
月
５
日
片
側
交
互
通
行
）

国
道
３
１
５
号
線

鉄
道
奈
古
～
益
田
間
（
代
行
バ
ス
）

＊
須
佐
～
益
田

（
１
１
月
９
日
よ
り
運
行
）

8



☆
７
月
３
１
日
（
水
）
開
所

☆
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

・
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会

・
山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会

・
県
内
市
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
派
遣
職
員

・
他
県
社
会
福
祉
協
議
会

・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

萩
市

萩
市
萩
市

萩
市
で ででで
初 初初初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

受
付
班

ニ
ー
ズ
班

総
務
班

セ ン タ ー

副 セ ン タ ー

車
両
班

資
材
班

救
護
班

マ
ッ
チ
ン
グ
班

セ ン タ ー 長

セ ン タ ー 長
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強
力

強
力
強
力

強
力
な ななな
助 助助助
っ っっっ
人 人人人
！ ！！！

地
域

地
域
地
域

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆 皆皆皆
さ
ん

さ
ん
さ
ん

さ
ん
！ ！！！

☆
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

・
地
域
を
知
っ
て
い
る

→
各
戸
の
情
報

ニ
ー
ズ
の
上
が
り
に
く
い
家
の
状
況

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
案
内

地
元
の
広
報

地
元
の
広
報

さ
ら
に

さ
ら
に

さ
ら
に

さ
ら
に
強
力

強
力
強
力

強
力
な ななな
笑
顔

笑
顔
笑
顔

笑
顔
の ののの
宅
配
便

宅
配
便

宅
配
便

宅
配
便
！ ！！！

地
元

地
元
地
元

地
元
の ののの
小 小小小
・ ・・・
中
学
生

中
学
生

中
学
生

中
学
生
！ ！！！

～ ～～～
自
分

自
分
自
分

自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と

た
ち
の
で
き
る
こ
と

た
ち
の
で
き
る
こ
と

た
ち
の
で
き
る
こ
と
～ ～～～

『 『『『
お
・
も
・
て
・
な
・
し

お
・
も
・
て
・
な
・
し

お
・
も
・
て
・
な
・
し

お
・
も
・
て
・
な
・
し
』 』』』
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子 子子子
ど
も
も

ど
も
も

ど
も
も

ど
も
も
大
人

大
人
大
人

大
人
も ももも
元
気

元
気
元
気

元
気
に ににに
な ななな
あ
れ

あ
れ
あ
れ

あ
れ

～ ～～～
夏 夏夏夏
の ののの
思 思思思
い いいい
出
縁
日

出
縁
日

出
縁
日

出
縁
日
～ ～～～
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☆
８
月
３
１
日

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
閉
所

☆
９
月
１
日

生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
設
置

☆
９
月
１
３
日

残
ニ
ー
ズ
の
処
理

☆
９
月
１
７
日

萩
市
復
興
局
内
へ
移
設

【
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
】

☆
復
旧
か
ら
復
興
へ

→
ハ
ー
ド
面
へ
の
支
援
か
ら
ソ
フ
ト
面
へ
の
支
援
へ

○
仮
設
住
宅
へ
の
支
援

○
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
お
手
伝
い

○
生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る
訪
問
活
動

○
生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る
訪
問
活
動

み
な
さ
ん
の
困
り
ご
と
に
対
応
し
ま
す

① ①①①
縁 縁縁縁
パ
ッ
ク

パ
ッ
ク

パ
ッ
ク

パ
ッ
ク
配
布

配
布
配
布

配
布
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② ②②②
仮
設
住
宅

仮
設
住
宅

仮
設
住
宅

仮
設
住
宅
へ
の

へ
の
へ
の

へ
の
支
援

支
援
支
援

支
援

①
お
茶
を
飲
ん
だ
り

②
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り

少
し
で
も
快
適
な
仮
設

住
宅
暮
ら
し
の
お
手
伝
い
。

住
宅
暮
ら
し
の
お
手
伝
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は

貴
重

貴
重
貴
重

貴
重
な ななな
資
源

資
源
資
源

資
源
で
す

で
す
で
す

で
す
！ ！！！

③ ③③③
ま
ご
こ
ろ

ま
ご
こ
ろ

ま
ご
こ
ろ

ま
ご
こ
ろ
表
札

表
札
表
札

表
札
を ををを
届 届届届
け
よ
う

け
よ
う

け
よ
う

け
よ
う
表
札

表
札
表
札

表
札
づ
く
り

づ
く
り

づ
く
り

づ
く
り

仮
設
住
宅
交
流
会

仮
設
住
宅
交
流
会

仮
設
住
宅
交
流
会

仮
設
住
宅
交
流
会

④ ④④④
生
活
支
援
相
談
員
設
置

生
活
支
援
相
談
員
設
置

生
活
支
援
相
談
員
設
置

生
活
支
援
相
談
員
設
置

【
相
談
員
の
役
割
】

☆
生
活
の
し
づ
ら
さ
や
困

り
ご
と
の
聞
き
取
り
調
査
。

☆
心
に
寄
り
添
う
支
援
を

目
指
し
ま
す
。

目
指
し
ま
す
。

⑤ ⑤⑤⑤
五
縁

五
縁
五
縁

五
縁
ま
つ
り

ま
つ
り

ま
つ
り

ま
つ
り

【
復
興

復
興
復
興

復
興
と ととと
感
謝

感
謝
感
謝

感
謝
の
イ
ベ
ン
ト

の
イ
ベ
ン
ト

の
イ
ベ
ン
ト

の
イ
ベ
ン
ト
】

☆
江
崎
＋
小
川
＋
須
佐
＋
弥
富

＋
お
世
話
に
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

＝
五
縁

五
縁
五
縁

五
縁
ま
つ
り

ま
つ
り

ま
つ
り

ま
つ
り

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
記
録
『
縁
』
上
映
会

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
『
被
災
地
を
花
で
飾
ろ
う
！
』

○
町
を
元
気
に
『
も
ち
つ
き
大
会
』

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
地
域
再
発
見
』

○
遊
び
・
食
事
の
コ
ー
ナ
ー

○
復
興
い
ち
ば

○
も
ち
ま
き
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○ ○○○
仮
設
住
宅

仮
設
住
宅

仮
設
住
宅

仮
設
住
宅
へ
の

へ
の
へ
の

へ
の
継
続
的
支
援

継
続
的
支
援

継
続
的
支
援

継
続
的
支
援

入
居
者

入
居
者

入
居
者

入
居
者
の ののの
心 心心心
の
ケ
ア

の
ケ
ア

の
ケ
ア

の
ケ
ア
、 、、、
ス
ト
レ
ス

ス
ト
レ
ス

ス
ト
レ
ス

ス
ト
レ
ス
軽
減

軽
減
軽
減

軽
減

○ ○○○
生
活
相
談
員

生
活
相
談
員

生
活
相
談
員

生
活
相
談
員
に
よ
る
ニ
ー
ズ

に
よ
る
ニ
ー
ズ

に
よ
る
ニ
ー
ズ

に
よ
る
ニ
ー
ズ
把
握

把
握
把
握

把
握
と ととと
対
応

対
応
対
応

対
応

ニ
ー
ズ
を

ニ
ー
ズ
を

ニ
ー
ズ
を

ニ
ー
ズ
を
整
理

整
理
整
理

整
理
し ししし
、 、、、
展
開

展
開
展
開

展
開
へ へへへ

ニ
ー
ズ
を

ニ
ー
ズ
を

ニ
ー
ズ
を

ニ
ー
ズ
を
整
理

整
理
整
理

整
理
し ししし
、 、、、
展
開

展
開
展
開

展
開
へ へへへ

○ ○○○
行
政

行
政
行
政

行
政
と
の

と
の
と
の

と
の
連
携

連
携
連
携

連
携

セ
ン
タ
ー
・

セ
ン
タ
ー
・

セ
ン
タ
ー
・

セ
ン
タ
ー
・
行
政

行
政
行
政

行
政
と ととと
取
組

取
組
取
組

取
組
の ののの
調
整

調
整
調
整

調
整

○ ○○○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
気
運

気
運
気
運

気
運
づ
く
り

づ
く
り

づ
く
り

づ
く
り

地
域

地
域
地
域

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
掘

発
掘
発
掘

発
掘

床
上
浸
水

床
上
浸
水

床
上
浸
水

床
上
浸
水
・ ・・・
床
下
浸
水

床
下
浸
水

床
下
浸
水

床
下
浸
水
・ ・・・
土
砂
災
害

土
砂
災
害

土
砂
災
害

土
砂
災
害
・ ・・・
交
通

交
通
交
通

交
通

網 網網網
の ののの
寸
断

寸
断
寸
断

寸
断
・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

萩
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会

県
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

縁 縁縁縁
： ：：：
人 人人人
と ととと
人 人人人
と ととと
の
つ
な
が
り

の
つ
な
が
り

の
つ
な
が
り

の
つ
な
が
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

活
動
活
動

活
動
の ののの
振
興

振
興
振
興

振
興

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

社
会
福
祉
協
議
会

NG
O
等

県
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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平
成

2
5
年

台
風

1
8
号

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

報
告

京
都

府
南

丹
市

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

1

京
都
府
南
丹
市
に
つ
い
て

京
都
府
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
。

北
は
福
井
県
と
滋
賀
県
、
南
は
兵
庫
県

と
大
阪
府
、
西
は
綾
部
市
、
京
丹
波
町
、

東
は
京
都
市
、
亀
岡
市
に
隣
接
。

面
積
(㎢

)
世

帯
数

人
口
(人

)

東
西

約
3
8
㎞

南 北 約 3
8

㎞

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

園
部

町
1
0
2
.
7
8

6
,
7
6
4

1
6
,
3
5
4

八
木

町
4
9
.
5
6

3
,
1
5
7

7
,
8
6
0

日
吉

町
1
2
3
.
5
0

2
,
1
5
3

5
,
3
3
6

美
山

町
3
4
0
.
4
7

1
,
8
8
4

4
,
3
7
6

合
計

6
1
6
.
3
1

1
3
,
9
5
8

3
3
,
9
2
6

平
成

2
5
年

1
1
月

1
日

現
在

2

南
丹
市
の

被
害
状
況

(
南
丹
市

役
所
調

べ
)

【
全

・
半

壊
、

浸
水

等
】

※
平

成
2
5
年

1
0
月

9
日

現
在

全
壊

大
半

壊
半

壊
一

部
損

壊
床

上
浸

水
床

下
浸

水

住
家

(
流

出
)
 
9
 
戸

2
 
戸

3
5
 
戸

な
し

1
0
2
 
戸

3
0
9
 
戸

(
内

別
荘

9
棟

)
(
内

別
荘

1
棟

)

【
避

難
状

況
】

避
難

所
避

難
者

数

5
1
 
箇

所
9
4
2
 
人

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

3

【
近

年
の

主
な

出
水

被
害

状
況

(
昭

和
2
8
年

以
降

南
丹

広
域

振
興

局
管

内
の

主
な

被
害

)
 
 
】

発
生

年
月

日
降

雨
の

原
因

流
域

平
均

雨
量

９
時

間
最

大
雨

量
時

間
最

大
雨

量

平
成

2
5
年

9
月

1
6
日

台
風

1
8
号

3
2
3
.
6
 
m

m
 

2
1
0
.
9
 
m

m
 

3
5
.
7
 
m

m
 

平
成

1
6
年

1
0
月

2
0
日

台
風

2
3
号

2
3
4
.
2
 
m

m
 

1
5
1
.
8
 
m

m
 

2
6
.
6
 
m

m
 

昭
和

4
7
年

9
月

1
7
日

台
風

2
0
号

2
1
3
.
2
 
m

m
 

1
5
3
.
5
 
m

m
 

3
4
.
5
 
m

m
 

昭
和

3
5
年

8
月

3
0
日

台
風

1
6
号

3
2
3
.
5
 
m

m
 

1
9
8
.
3
 
m

m
 

3
5
.
9
 
m

m
 

昭
和

2
8
年

9
月

2
5
日

台
風

1
3
号

2
8
7
.
9
 
m

m
 

1
7
3
.
8
 
m

m
 

3
2
.
2
 
m

m
 

【
平

成
2
5
年

9
月

1
5
日

か
ら

1
6
日

に
か

け
て

の
水

位
状

況
】

①
水

位
状

況

河
川

名
水

位
到

達
時

刻

園
部

川
（
小

山
）

氾
濫

危
険

水
位

（
2
.
6
ｍ

）
を

超
え

る
。

2
.
7
8
ｍ

4
 
時

0
0
 
分

②
雨

量
状

況

観
測

場
所

総
雨

量

時
間

最
大

雨
量

園
部

川
（
小

山
）

氾
濫

危
険

水
位

（
2
.
6
ｍ

）
を

超
え

る
。

2
.
7
8
ｍ

4
 
時

0
0
 
分

田
原

川
（
殿

田
）

氾
濫

危
険

水
位

（
1
.
8
ｍ

）
を

超
え

る
。

2
.
1
8
ｍ

1
 
時

0
0
 
分

棚
野

川
（
美

山
）

氾
濫

危
険

水
位

（
3
.
5
ｍ

）
を

超
え

る
。

6
.
1
2
ｍ

1
 
時

0
0
 
分

観
測

場
所

総
雨

量

最
大

雨
量

園
部

町
黒

田
3
1
1
.
5
 
m

m
 

3
4
.
0
 
m

m
 

【
気

象
情

報
の

動
き

】

年
月

日
時

刻
気

象
情

報

平
成

2
5
年

9
月

1
5
日

1
9
 
時

1
5
 
分

大
雨

(
土

砂
災

害
)
警

報
発

表

2
3
 
時

0
6
 
分

大
雨

(
土

砂
災

害
)
洪

水
警

報
発

表

平
成

2
5
年

9
月

1
6
日

0
 
時

3
5
 
分

土
砂

災
害

警
戒

情
報

(
第

２
号

)

5
 
時

0
5
 
分

大
雨

特
別

警
報

発
表

1
8
 
時

2
1
 
分

大
雨

警
報

解
除

1
9
 
時

3
9
 
分

洪
水

警
報

解
除

4
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台
風

1
8
号

災
害

災
害
Ｖ
Ｃ
の
主

な
動
き

9
月
1
6
日
(
月
)

4
：
0
0

南
丹
市
災
害
対
策
本
部
と
の
連
絡
・
調
整
開
始

1
0
：
0
0

南
丹
市
災
害
V
C
設
置
に
向
け
た
協
議
開
始

1
2
：
0
0

南
丹
市
と
の
協
定
発
動

(
※

別
紙

【
参

考
】

)

1
8
：
0
0

協
定
に
基
づ
き
、
資
機
材
調
達
(
市
内
ﾎ
ｰ
ﾑ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
)

9
月
1
7
日
(
火
)
 

8
：
3
0

南
丹
市
園
部
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
て
南
丹
市
災
害

V
C
開

設
準

備
作

業

1
3
：
0
0

南
丹
市
災
害
V
C
開
設
・
運
営
開
始

京
都
府
社
協
よ
り
職
員
の
派
遣
受
入
開
始
（
9
/
3
0
ま

で
派

遣
受

入
）

1
8
：
0
0

宇
治
市
災
害
V
C
よ
り
資
機
材
到
着
・
借
受

9
月
1
8
日
(
水
)
 

8
：
3
0

園
部
町
横
田
公
民
館
に
南
丹
市
災
害
V
C
現
地
サ

テ
ラ

イ
ト
を
設

置

1
0
：
0
0

京
都
府
災
害
V
C
よ
り
資
機
材
到
着
・
借
受

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

5

9
月
1
9
日

(
木
)
 

京
都

府
市

町
村

社
協

連
合

会
よ

り
社

協
職

員
の

派
遣

受
入

開
始

(
～

9
/
3
0
)

京
都

府
よ

り
職

員
の

派
遣

受
入

開
始

(
～

9
/
2
6
)

9
月
2
0
日

(
金
)
 

災
害

派
遣

等
従

事
車

両
有

料
道
路

無
料

化
手

続
き

開
始

宮
城

県
塩

釜
市

社
協
よ

り
職
員

の
派

遣
受

入
開

始
(
～

9
/
2
3
)

2
1
：

4
0

宇
治

市
災

害
V
C
よ
り

追
加

資
機

材
到

着
・

借
受

9
月
2
1
日
(
土
)
 

9
月
2
1
日
(
土
)
 

京
都

府
災

害
V
C
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

バ
ス
受

入
(
～

9
/
2
3
・

3
日

間
)

1
0
：

0
0

京
都

府
災

害
V
C
よ
り

追
加

資
機

材
到

着
・

借
受

9
月
2
4
日

(
火
)
 

1
7
：

3
0

南
丹

市
災

害
V
C
横
田

サ
テ

ラ
イ

ト
を

閉
鎖

9
月
3
0
日

(
月
)
 

1
4
：

0
0

南
丹

市
長

へ
南

丹
市

災
害

V
C
閉

所
報

告
(
協

定
発
動

解
除

)

1
7
：
3
0

南
丹

市
災

害
V
C
閉
所

作
業

完
了

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

6

駐 車 場

屋
外
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

南
丹
市
園
部

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

ト
イ
レ

更
衣
室

ス
タ
ッ
フ

ミ
ー
テ
ィ

ン
グ

ル
ー
ム

事
務
所

受
付

ボ ラ

待 機 場 所

マ ッ チ ン グ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

動
線

台
風
1
8
号
災

害

災
害

Ｖ
Ｃ
の

設
営

駐
車

場

ス
パ
ー
ク
園
部

（
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

1
0
ｍ

災
害

Ｖ
Ｃ

ル
ー
ム

資
機

材

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

7

台
風
1
8
号
災
害

災
害
Ｖ
Ｃ
の
体
制

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

総
括

班

総
務

班

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
付

・
ニ

ー
ズ

班

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

支
援

・
マ

ッ
チ

ン
グ

班

園 部 セ ン タ ー

副 セ ン タ ー 長

セ ン タ ー 長

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

園
部

Ｂ
＆

Ｇ
海

洋
セ

ン
タ

ー

(
9
/
1
7
～

3
0
)

横
田

区
公

民
館

(
9
/
1
8
～

2
4
)

横
田

地
区

サ
テ

ラ
イ

ト

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

支
援

・
マ

ッ
チ

ン
グ

班

要
配

慮
者

把
握

班

セ ン タ ー 長

車
で 約

５
分

※
体

制
は
、

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

く

8
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体
制

主
な

役
割

職
名

・
組

織
名

市
社

協
着

任
者

本 部

セ
ン

タ
ー

長
事

務
局

長

災
害

ボ
ラ

セ
ン

総
括

責
任

者

渉
外

全
般

報
道

機
関

へ
の

対
応

副
セ

ン
タ

ー
長

地
域

福
祉

部
長

災
害

ボ
ラ

セ
ン

の
総

括

現
地

災
害

ボ
ラ

セ
ン

の
全

体
総

括

本
部

セ
ン

タ
ー

各
班

の
連

絡
調

整

被
災

状
況

等
の

情
報

収
集

・
整

理

セ
ン

タ
ー

内
の

情
報

管
理

・
整

理

本 部 セ ン タ ー

総
務

班

(班
長
)

管
理

部
長

セ
ン

タ
ー

内
の

情
報

管
理

・
整

理

各
種

問
い

合
わ

せ
対

応

情
報

発
信
(情

報
誌

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

ブ
ロ

グ
な

ど
)

経
理

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
保

険
事

務

各
種

統
計

集
約

市
災

害
対

策
本

部
・
府

災
害

ボ
ラ

セ
ン

と
の

連
絡

調
整

寄
付

・
預

託
の

受
け

入
れ

救
援

物
資

の
受

け
入

れ

Ｖ
総

括
班

(班
長
)

本
所

地
域

福
祉
C
o
.

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

希
望

・
要

請
件

数
集

約

現
地

災
害

ボ
ラ

セ
ン

間
の

連
絡

調
整

各
種

情
報

収
集

9

体
制

主
な

役
割

職
名

・
組

織
名

市
社

協
着

任
者

現 地

セ
ン

タ
ー

長
支

所
長

現
地

災
害

ボ
ラ

セ
ン

の
総

括

現
地

で
の

報
道

機
関

へ
の

対
応

副
セ

ン
タ

ー
長

支
所

地
域

福
祉
C
o
.

(総
務

班
長

を
兼

務
)

現
地

セ
ン

タ
ー

各
班

の
調

整
、

情
報

総
括

総
務

班

本
部

ボ
ラ

セ
ン

と
の

連
絡

調
整

経
理

、
各

班
の

連
絡

調
整

各
種

統
計

処
理

・
管

理

救
援

物
資

等
の

物
品

管
理

Ｖ
受

付
・

(班
長
)

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

希
望

者
の

受
付

現 地 セ ン タ ー

Ｖ
受

付
・

ニ
ー

ズ
班

(班
長
)

※
指

名
し

た
職

員

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

希
望

者
の

受
付

被
災

者
ニ

ー
ズ

の
聴

き
取

り
・
派

遣
要

請
受

付

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
退

所
管

理
(帰

宅
チ

ェ
ッ

ク
)

Ｖ
支

援
・

マ
ッ

チ
ン

グ
班

(班
長
)

※
指

名
し

た
職

員

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

先
へ

の
送

迎
・
案

内

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

派
遣

調
整
(ニ

ー
ズ

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
)

資
機

材
の

調
達

・
管

理

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

終
了

後
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
入

要
配

慮
者

把
握

班

(班
長
)

※
指

名
し

た
職

員

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
の

状
況

把
握

災
害

時
要

援
護

者
の

情
報

収
集

・
記

録

市
内

福
祉

避
難

所
と

の
連

絡
調

整

市
内

福
祉

施
設

と
の

連
絡

調
整

1
0

台
風

1
8
号

災
害

災
害

Ｖ
Ｃ

の
対

外
的

な
や

り
と

り
に

つ
い

て

◆
対

外
窓

口
の

一
本

化

○
行

政
と

の
や

り
と

り
＝

セ
ン

タ
ー

長
（
社

協
事

務
局

長
）

※
災

害
Ｖ

Ｃ
が

市
役

所
（
本

庁
）
の

す
ぐ

そ
ば

だ
っ

た
こ

と
も

あ
り

、

行
政

と
は

か
な

り
緊

密
な

連
携

が
図

れ
た

※
ほ

ぼ
毎

日
、

市
長

（
ま

た
は

市
幹

部
）
に

災
害

Ｖ
Ｃ

に
立

ち
寄

っ
て

も
ら

え
た

○
外

部
支

援
者

・
マ

ス
コ

ミ
と

の
や

り
と

り
＝

総
務

班
長

（
社

協
管

理
部

長
）

◆
ニ

ー
ズ

把
握

ル
ー

ト

（
た

だ
し

、
事

前
に

取
り

決
め

ら
れ

て
い

た
わ

け
で

は
な

い
）

○
被

災
者

→
 
区

長
（
自

治
会

長
）

→
 
市

役
所

（
支

所
単

位
）

→
 
災

害
Ｖ

Ｃ

※
立

ち
上

げ
当

初
か

ら
、

行
政

と
協

議
の

上
、

設
定

さ
れ

た

※
上

記
に

加
え

、
被

災
者

等
か

ら
の

個
別

（
直

接
）
の

ニ
ー

ズ
も

受
付

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
1

台
風

1
8
号

災
害

災
害

Ｖ
Ｃ

運
営

へ
の

地
元

市
民

の
協

力

◆
災

害
V

C
運

営
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

○
平

成
2
4
年

度
か

ら
養

成
講

座
を

開
講

→
毎

年
、

継
続

的
に

実
施

※
講

座
で

は
災

害
Ｖ

Ｃ
運

営
へ

の
地

元
市

民
の

支
援

・
協

力
の

重
要

性
を

強
調

※
今

回
、

災
害

V
C

と
の

橋
渡

し
役

を
果

た
す

（
被

災
者

に
最

も
近

い
立

場
で

）

・
ニ

ー
ズ

（
派

遣
要

請
）
へ

の
遠

慮
の

排
除

・
外

部
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（
知

ら
な

い
人

）
の

支
援

に
対

す
る

不
安

の
解

消
・
外

部
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（
知

ら
な

い
人

）
の

支
援

に
対

す
る

不
安

の
解

消

・
熟

知
す

る
地

元
の

地
理

情
報

の
提

供
（
道

案
内

な
ど

）

・
被

災
者

に
頼

み
に

く
い

こ
と

の
代

弁
（
写

真
撮

影
の

了
解

の
と

り
つ

け
な

ど
）

○
今

回
の

災
害

V
C

運
営

へ
の

受
講

修
了

者
参

画
は

ご
く
少

数
だ

っ
た

※
有

事
の

参
集

ル
ー

ル
を

具
体

的
に

設
定

・
明

示
で

き
て

い
な

か
っ

た

※
実

地
訓

練
の

不
足

（
訓

練
実

施
予

定
日

直
前

に
発

災
→

訓
練

中
止

）

○
想

定
以

外
に

も
重

要
な

役
割

が
あ

っ
た

※
地

域
の

被
災

状
況

の
情

報
提

供
→

初
動

期
に

効
果

的

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
2
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台
風

1
8
号

災
害

災
害

Ｖ
Ｃ

運
営

ス
タ

ッ
フ

集
計

(
単

位
：
人

)

南
丹

市
社

協

京
都

府

社
協

連

京
都

府

社
協

京
都

府
そ

の
他

合
計

職
員

役
員

支
援

V

9
月

1
7
日

(
火

)
2
3
 

1
 

2
 

2
6
 

9
月

1
8
日

(
水

)
2
0
 

1
 

2
 

2
3
 

9
月

1
9
日

(
木

)
1
5
 

1
 

3
 

1
 

2
 

2
2
 

9
月

2
0
日

(
金

)
2
3
 

1
 

1
 

2
 

2
 

6
 

1
 

3
6
 

9
月

2
1
日

(
土

)
2
6
 

1
 

4
 

1
1
 

1
 

3
 

1
 

4
7
 

9
月

2
2
日

(
日

)
2
8
 

1
 

1
 

1
1
 

2
 

3
 

1
 

4
7
 

9
月

2
3
日

(
祝

)
2
0
 

1
 

2
 

1
3
 

1
 

3
 

1
 

4
1
 

9
月

2
4
日

(
火

)
1
5
 

1
 

4
 

2
 

2
 

2
4
 

9
月

2
5
日

(
水

)
1
7
 

1
 

7
 

1
 

2
 

2
8
 

9
月

2
6
日

(
木

)
1
6
 

1
 

3
 

2
 

2
 

2
4
 

9
月

2
7
日

(
金

)
1
1
 

1
 

4
 

1
 

1
7
 

9
月

2
8
日

(
土

)
1
1
 

1
 

4
 

2
 

1
8
 

9
月

2
9
日

(
日

)
9
 

1
 

7
 

1
 

1
8
 

9
月

3
0
日

(
月

)
1
6
 

1
 

4
 

1
 

2
2
 

合
計

2
5
0
 

1
4
 

8
 

7
3
 

2
1
 

2
3
 

4
 

3
9
3
 

※
支

援
V

：
災

害
V

C
運

営
支

援
V

／
そ

の
他

：
宮

城
県

塩
釜

市
社

協
職

員

1
3

台
風
1
8
号
災
害

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

日
別

集
計

延
べ

活
動

数
(
人

)

ニ
ー

ズ

受
付

数
(
件

)

活
動

数
(
件

)
終

結
数

(
件

)

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
付

数

(
人

)
 
①

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

新
規

受
付

数

(
人

)
 
②

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

継
続

数

(
人

)
 
①

－
②

9
月

1
7
日

(
火

)
2
4
 

4
4
 

7
 

1
 

8
 

8
 

0
 

9
月

1
8
日

(
水

)
4
3
 

2
3
 

9
 

2
8
 

2
9
 

2
7
 

2
 

9
月

1
9
日

(
木

)
7
9
 

2
1
 

1
6
 

4
 

5
9
 

5
5
 

4
 

9
月

2
0
日

(
金

)
1
0
7
 

1
2
 

2
3
 

1
1
 

6
4
 

4
6
 

1
8
 

9
月

2
1
日

(
土

)
3
0
9
 

9
 

4
5
 

2
5
 

2
9
0
 

2
8
2
 

8
 

9
月

2
2
日

(
日

)
2
6
0
 

1
1
 

3
2
 

1
6
 

1
9
3
 

1
6
5
 

2
8
 

9
月

2
3
日

(
祝

)
3
1
7
 

6
 

4
1
 

3
2
 

2
9
6
 

2
4
4
 

5
2
 

9
月

2
3
日

(
祝

)
3
1
7
 

6
 

4
1
 

3
2
 

2
9
6
 

2
4
4
 

5
2
 

9
月

2
4
日

(
火

)
5
8
 

1
2
 

8
 

9
 

5
0
 

4
0
 

1
0
 

9
月

2
5
日

(
水

)
4
9
 

7
 

5
 

5
 

3
0
 

2
8
 

2
 

9
月

2
6
日

(
木

)
3
6
 

3
 

5
 

4
 

2
6
 

2
4
 

2
 

9
月

2
7
日

(
金

)
2
1
 

1
 

5
 

8
 

1
4
 

1
3
 

1
 

9
月

2
8
日

(
土

)
6
6
 

1
 

4
 

4
 

6
7
 

5
8
 

9
 

9
月

2
9
日

(
日

)
6
7
 

2
 

5
 

5
 

4
5
 

3
4
 

1
1
 

9
月

3
0
日

(
月

)
3
 

1
 

1
 

1
 

3
 

3
 

0
 

合
計

1
,
4
3
9
 

1
5
3
 

2
0
6
 

1
5
3
 

1
,
1
7
4
 

1
,
0
2
7
 

1
4
7
 

※
「
ニ

ー
ズ

受
付

数
」
：
そ

の
日

に
受

け
付

け
た

派
遣

要
請

件
数

。
（
重

複
カ

ウ
ン

ト
な

し
）
／

「
活

動
数

」
：
派

遣
要

請
に

対
し

、
そ

の
日

に
活

動
し

た
件

数
。

（
重

複
カ

ウ
ン

ト
の

場
合

あ
り
→

同
じ

派
遣

要
請

に
対

し
複

数
日

に
わ

た
っ

て
活

動
し

た
場

合
）
／

「
終

結
数

」
：
派

遣
要

請
に

対
し

、
そ

の
日

を
も

っ
て

終
結

し
た

件
数

。
（
キ

ャ
ン

セ
ル

等
に

よ
る

終
結

を
含

む
）
／

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
新

規
受

付
数

」
：
そ

の
日

に
受

け
付

け
た

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
受

付
数

」
の

う
ち

新
規

に
受

け
付

け
た

人
数

。
尚

、
受

付
数

の
う

ち
２

回
以

上
複

数
回

に
わ

た
り

受
け

付
け

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

人
数

が
「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
継

続
数

」
で

あ
る

。

1
4

台
風

1
8
号

災
害

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

地
区

別
集

計

地
区

別

集
計

延
べ

活
動

数
(
人

)

ニ
ー

ズ

受
付

数
(
件

)

③

活
動

数
(
件

)

キ
ャ

ン
セ

ル

な
ど

(
件

)

④

実

対
応

数
(
件

)

③
－

④

備
考

園
部

町
宍

人
1
7
5
 

1
8
 

2
5
 

2
 

1
6
 

園
部

町
若

松
町

2
9
 

4
 

7
 

0
 

4
 

園
部

町
横

田
9
3
4
 

6
9
 

1
3
0
 

1
1
 

5
8
 

現
地

ｻ
ﾃ
ﾗ
ｲ
ﾄ
設

置
（
9
/
1
8
～

9
/
2
4
）

園
部

町
埴

生
2
5
 

2
 

3
 

0
 

2
 

園
部

町
竹

井
3
 

2
 

1
 

1
 

1
 

園
部

町
新

町
3
4
 

1
2
 

9
 

7
 

5
 

園
部

町
仁

江
2
3
 

1
 

3
 

0
 

1
 

園
部

町
黒

田
3
6
 

3
 

4
 

0
 

3
 

園
部

町
河

原
町

1
0
 

2
 

1
 

1
 

1
 

園
部

町
上

本
町

1
1
 

1
 

3
 

0
 

1
 

園
部

町
小

計
1
,
2
8
0
 

1
1
4
 

1
8
6
 

2
2
 

9
2
 

八
木

町
神

吉
1
3
 

1
 

1
 

0
 

1
 

八
木

町
小

計
1
3
 

1
 

1
 

0
 

1
 

※
「
キ

ャ
ン

セ
ル

な
ど

」
：
派

遣
要

請
（
ニ

ー
ズ

受
付

数
）
の

う
ち

、
要

請
者

に
よ

る
キ

ャ
ン

セ
ル

や
セ

ン
タ

ー
が

対
応

を
お

断
り

し
た

件
数

。

1
5

台
風
1
8
号
災
害

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

地
区

別
集

計

地
区

別

集
計

延
べ

活
動

数
(
人

)

ニ
ー

ズ

受
付

数
(
件

)

③

活
動

数
(
件

)

キ
ャ

ン
セ

ル

な
ど

(
件

)

④

実

対
応

数
(
件

)

③
－

④

備
考

日
吉

町
内

5
 

1
 

1
 

0
 

1
 

日
吉

町
保

野
田

2
2
 

4
 

6
 

1
 

3
 

日
吉

町
殿

田
0
 

1
 

0
 

1
 

0
 

日
吉

町
田

原
2
6
 

1
9
 

4
 

1
6
 

3
 

日
吉

町
生

畑
0
 

2
 

0
 

2
 

0
 

日
吉

町
木

住
9
 

3
 

2
 

1
 

2
 

日
吉

町
梶

河
原

0
 

1
 

0
 

1
 

0
 

日
吉

町
小

計
6
2
 

3
1
 

1
3
 

2
2
 

9
 

美
山

町
下

平
屋

1
3
 

1
 

1
 

0
 

1
 

美
山

町
北

下
河

原
0
 

1
 

0
 

1
 

0
 

美
山

町
樫

原
5
5
 

1
 

3
 

0
 

1
 

美
山

町
音

海
1
3
 

3
 

1
 

2
 

1
 

美
山

町
小

計
8
1
 

6
 

5
 

3
 

3
 

そ
の

他
3
 

1
 

1
 

0
 

1
 

災
害

Ｖ
Ｃ

撤
収

作
業

等

総
計

1
,
4
3
9
 

1
5
3
 

2
0
6
 

4
7
 

1
0
6
 

※
「
キ

ャ
ン

セ
ル

な
ど

」
：
派

遣
要

請
（
ニ

ー
ズ

受
付

数
）
の

う
ち

、
要

請
者

に
よ

る
キ

ャ
ン

セ
ル

や
セ

ン
タ

ー
が

対
応

を
お

断
り

し
た

件
数

。

1
6
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活
き

た
！

～
台

風
1
8
号

災
害

ふ
り

か
え
り
(
そ
の
１
)
～

◆
地

域
防

災
活

動
Ｐ

Ｔ
を

設
置

（
平

成
2
3
年

度
～

）

※
東

日
本

大
震

災
へ

の
派

遣
職

員
を

中
心

に
Ｐ

Ｔ
を

編
成

※
大

震
災

の
経

験
・
教

訓
を

南
丹

市
に

ど
う

活
か

す
か

を
徹

底
議

論

◆
防

災
を

テ
ー

マ
に

地
域

福
祉

懇
談

会
（
平

成
2
3
年

度
～

）

※
自

治
会

自
主

防
災

組
織

立
ち

上
げ

に
寄

与
（
今

回
の

被
災

地
域

も
）

※
住

民
に

よ
る

の
防

災
マ

ッ
プ

づ
く
り

に
寄

与
（

〃
）

※
住

民
に

よ
る

の
防

災
マ

ッ
プ

づ
く
り

に
寄

与
（

〃
）

◆
市

と
の

協
定

（
平

成
2
3
年

度
末

、
Ｐ

Ｔ
の

議
論

を
ふ

ま
え

）

※
災

害
Ｖ

Ｃ
候

補
地

の
確

保
（
各

町
ご

と
に

第
３

候
補

地
ま

で
）

※
有

事
に

は
、

市
が

必
要

な
経

費
を

す
べ

て
負

担
す

る

◆
災

害
Ｖ

Ｃ
運

営
支

援
Ｖ

養
成

※
養

成
講

座
（
平

成
2
4
年

度
～

）
→

地
元

市
民

の
役

割
の

重
要

性

※
地

元
市

民
が

実
際

に
活

躍

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
7

助
か
っ
た
！

～
台
風
1
8
号
災
害
ふ
り
か
え
り
(
そ
の
３
)
～

◆
社

協
は
す
ご
か
っ
た
･
･
･

※
府
社
協
の
職
員
派
遣
（
1
4
日
間
、
の
べ
2
1
名
）

→
府
災
害
Ｖ
Ｃ
と
の
連
絡
・
調
整

府
内
市
町
村
社
協
と
の
連
絡
・
調
整

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
派
遣

※
府
内
市
町
村
社
協
連
の
職
員
派
遣
（
1
4
日
間
、
の
べ
7
3
名
）

※
府
内
市
町
村
社
協
連
の
職
員
派
遣
（
1
4
日
間
、
の
べ
7
3
名
）

→
相
互
支
援
協
定
に
基
づ
く
派
遣

※
隣
接
の
府
外
市
町
社
協
の
支
援
申
し
出

→
特
に
兵
庫
県
内
の
社
協
(
豪
雨
災
害
の
経
験
に
基
づ
く
申
し
出
)

「
す
き
間
」
を
埋
め
る
申
し
出

※
宮
城
県
(
塩
釜
市
社
協
)
か
ら
の
支
援
も

→
災
害
V
C
セ
ン
タ
ー
長
経
験
者
来
所
（
4
日
間
）

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
8

社
協
は
す
ご
か
っ
た

(
補
足
)

●
東
日
本

大
震

災
以

降
、

数
々

の
災

害
Ｖ

Ｃ
派
遣
を
経
験
し
、
職
員
の

の
災

害
Ｖ

Ｃ
運
営

ス
キ

ル
が

飛
躍

的
に

高
く
な
っ
て
い
る

→
災

害
Ｖ

Ｃ
に

関
す

る
基

本
レ

ク
チ

ャ
ー
が
不
要

期
間

中
、
Ｖ

支
援

・
マ

ッ
チ

ン
グ

班
の
運
営
一
切
を
任
せ
た

●
寄
り
添

い
の

姿
勢

→
大

震
災

「
提

案
地

獄
」
の
反
省
が
活
き
て
い
る

●
支
援

の
視

座
が
「

そ
の

先
の

地
域

」
(
閉

所
後
を
見
据
え
た
支
援
)

●
支
援

の
視

座
が
「

そ
の

先
の

地
域

」
(
閉

所
後
を
見
据
え
た
支
援
)

●
災
害

Ｖ
Ｃ

運
営
上

の
「

困
り

ご
と

の
ツ

ボ
」
を
お
さ
え
て
い
る

→
「

報
道

の
狭

間
(
※

後
述

)
」
へ

の
声

か
け

前
日

ド
タ
キ

ャ
ン

Ｏ
Ｋ
の

支
援

申
し

出

ギ
リ

ギ
リ
の

調
整

●
経
験
者

だ
か

ら
こ

そ
の

支
援

(
災

害
経

験
社

協
)

→
運

営
ス

タ
ッ

フ
の
不

安
を

解
消
(
「

そ
れ
で
い
い
」
)

経
験

者
目
線
の

記
録

(
動

画
記

録
)

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
9

助
か
っ
た
！

～
台
風
1
8
号
災
害
ふ
り
か
え
り
(
そ
の
４
)
～

◆
資

機
材
の
提
供
(
借
用
)

※
宇
治
市
社
協
（
宇
治
市
災
害
Ｖ
Ｃ
[
常
設
型
]
）

→
期
間
中
、
合
計
２
回

昨
年
、
豪
雨
災
害
を
経
験

※
府
社
協
（
府
災
害
Ｖ
Ｃ
）
よ
り

→
期
間
中
、
合
計
２
回

→
期
間
中
、
合
計
２
回

携
帯
電
話
の
提
供
(
貸
出
)
も

◆
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
支
援

※
消
防
署
職
員
有
志

→
Ｖ
派
遣
を
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
ニ
ー
ズ
(
危
険
箇
所
)

※
府
社
協
（
府
災
害
Ｖ
Ｃ
）
よ
り

→
期
間
中
、
合
計
２
回

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

2
0
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あ
て

に
な

っ
た
?
!

～
台

風
1
8
号

災
害

ふ
り
か
え
り
(
そ
の
２
)
～

◆
市

※
協

定
が

活
き
る

※
概

ね
、

要
望
・

要
請

す
れ

ば
即

対
応

※
市
長

(
ま
た

は
市

幹
部

)
が

ほ
ぼ

毎
日

来
所

→
「

孤
軍

奮
闘

で
は

な
い

」
と

い
う

安
心
感

行
政
ト
ッ

プ
の
現
地

視
察

や
は
り
志

気
は
上
が

る

→
「

孤
軍

奮
闘

で
は

な
い

」
と

い
う

安
心
感

◆
府

(
南
丹

広
域
振
興
局
)

※
最
初

は
、

物
的

支
援

の
必

要
性

の
確

認

→
ダ

メ
元

で
職

員
派

遣
を

お
願

い
し

た
ら
即
対
応
し
て
も
ら
え
た

※
職

員
派

遣
（
8
日

間
、

の
べ

2
3
名

）

→
現

場
で
「
府

レ
ベ

ル
も

味
方

」
と

い
う
実
感
と
安
心
感

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

や
は
り
志

気
は
上
が

る

2
1

し
ま
っ
た
！

～
台
風
1
8
号
災
害
ふ
り
か
え
り
(
そ
の
５
)
～

◆
被

災
状
況
確
認
の
現
場
派
遣
ス
タ
ッ
フ
が
不
足

◆
発

災
直
後
の
最
も
必
要
な
時
に
支
援
が
不
足

※
特
に
水
害
で
は
、
水
が
引
い
た
直
後
、
時
間
と
の
勝
負
だ
と
痛
感

◆
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
資
機
材
が
な
い

◆
専

用
電
話
を
設
け
て
い
な
い

◆
専

用
電
話
を
設
け
て
い
な
い

◆
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
が
な
い

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
不
足

※
反
面
、
良
か
っ
た
の
か
も
･
･
･
と
い
う
思
い
も

◆
プ

レ
ス
発
表
の
想
定
文
書
を
準
備
し
て
い
な
い

※
特
に
初
動
期
に
い
ち
早
く
配
信
す
べ
き

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

2
2

困
っ

た
！

～
台

風
1
8
号

災
害

ふ
り

か
え
り
(
そ
の
６
)
～

◆
Ｖ

支
援

(
派
遣
)
要
請
を
遠
慮
さ
れ
る

◆
各

方
面

か
ら
同
様
の
報
告
を
何
度
も
求

め
ら
れ

る

※
特
に

行
政

、
し

か
も

「
今

は
ム

リ
」

と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で

◆
報

道
の

狭
間

※
ネ
ッ

ト
配

信
不

備
と

相
ま

っ
て

、
あ

ま
り
知
ら
れ
な
い
被
災
地
に

◆
平

常
業

務
と
の
同
時
遂
行

※
運
営

ス
タ

ッ
フ

(
職

員
)
確

保
→

綱
渡

り
的
に
割
り
振
る
毎
日

◆
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
送
迎
用
車
両
の
不
足

◆
有

料
道

路
(
高
速
道
路
)
無
料
化
手
続

き
が

煩
雑

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

2
3

不
安

だ
っ
た
！

～
台
風
1
8
号
災
害
ふ
り
か
え
り
(
そ
の
７
)
～

◆
需

給
調
整

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
来
所
数
の
予
想
は
困
難
(
と
い
う
よ
り
無
理
)

※
需
要
不
足
へ
の
不
安
(
活
動
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
･
･
･
)

→
活
動
が
な
く
て
も
怒
ら
れ
な
い
ボ
ラ
が
欲
し
い
な
ぁ
(
本
音
)

◆
マ

ス
コ
ミ
対
応

◆
マ

ス
コ
ミ
対
応

※
ど
こ
ま
で
発
表
し
て
よ
い
の
か
･
･
･

※
こ
ち
ら
の
意
図
を
、
正
し
く
報
道
し
て
も
ら
え
る
か
･
･
･

※
言
葉
足
ら
ず
で
は
な
か
っ
た
か
･
･
･

→
事
前
に
専
門
家
等
に
よ
る
マ
ス
コ
ミ
対
応
訓
練
も
必
要
か

◆
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
送
迎
用
車
両
の
不
足

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

2
4
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ほ
し

か
っ

た
！

～
台

風
1
8
号

災
害

ふ
り
か
え
り
(
そ
の
８
)
～

◆
府

下
市

町
村
災
害
Ｖ
Ｃ
共
通
の
Ｈ
Ｐ

※
単
な

る
リ

ン
ク

の
み

で
は

な
く

、
統

一
性
が
あ
っ
た

方
が
、
一
般

に
も

わ
か

り
や

す
い

(
参

考
：

大
震

災
の

宮
城
県
災
害
V
C
の
H
P
)

◆
平

常
時

か
ら
の
災
害
Ｖ
Ｃ
担
当
専
任
職

員
の
配

置

※
兼
任

で
は

、
結

局
後

回
し

に
な

り
が

ち
･
･
･

※
平

常
時

に
相
当

や
る

こ
と

は
あ

る
し

、
か
な
り
専
門
的
で
あ
る

※
平

常
時

に
相
当

や
る

こ
と

は
あ

る
し

、
か
な
り
専
門
的
で
あ
る

※
市
町

村
ご

と
で

な
く

て
も

ブ
ロ

ッ
ク

ご
と
で
も
有
効
か

◆
無

線

※
一
斉

呼
び

出
し

の
有

為
性

※
広
域

を
一

気
に

カ
バ

ー
し

た
い

(
整

備
に

は
お
金
が
･
･
･
)

◆
車

両
(
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
)

※
レ
ン

タ
ル

も
想

定
し

て
お

く
べ

き
だ

っ
た

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

2
5

雑
感
･
･
･

～
あ
れ
こ
れ
(
そ
の
１
)
～

◆
事

前
の
取
り
組
み
や
備
え
は
必
ず
活
き
る

※
想
定
通
り
に
運
ば
な
い
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

事
前
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
や
備
え
た
こ
と
は
必
ず
活
き
る

◆
自

治
会
経
由
の
ニ
ー
ズ
把
握
の
功
罪

◆
も

っ
と
大
規
模
な
災
害
に
襲
わ
れ
て
い
た
ら
･
･
･

◆
も

っ
と
大
規
模
な
災
害
に
襲
わ
れ
て
い
た
ら
･
･
･

※
社
協
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
や
は
り
強
み
だ
と
思
う

◆
「

常
設
型
」
災
害
Ｖ
Ｃ
を
推
奨
さ
れ
る
け
れ
ど
･
･
･

◆
想

像
を
超
え
る
広
範
な
や
り
と
り

※
全
国
各
地
・
多
方
面
か
ら
多
種
多
様
な
申
し
出
→
対
応
に
苦
慮

◆
災

害
Ｖ
の
プ
ロ
(
的
な
人
々
)

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

2
6

雑
感
･
･
･

～
あ

れ
こ
れ

(
そ
の
２
)
～

◆
一

般
的

な
資
機
材
は
何
と
か
な
る

※
資
機

材
は

、
事

前
に

相
当

数
を

備
え

て
お
く
に
こ
し
た
こ
と
は

な

い
が

、
一

般
的

な
資

機
材

は
外

部
か

ら
の
提
供
が
得
ら
れ
や
す
い

※
特
別

に
必

要
で

あ
っ

た
り

、
自

分
た

ち
に
固
有
と
考
え
ら
れ
る
資

機
材

か
ら

準
備

し
た

方
が

い
い

と
感

じ
た

◆
一

目
瞭

然
は
効
果
的

◆
一

目
瞭

然
は
効
果
的

※
Ｖ

専
用

ビ
ブ
ス
着

用
→

住
民

の
安

心
感

、
広
報
効
果

※
ス

タ
ッ

フ
専
用

ベ
ス

ト
着

用
→

セ
ン

タ
ー
で
の
混
乱
減
少

◆
旗

印
は

人
を
団
結
さ
せ
声
か
け
は
志
気

を
高
め

る

◆
災

害
Ｖ

活
動
の
影

※
怪
し

げ
な

団
体

、
儀

式
的

な
国

会
議

員
の
訪
問
、

e
t
c

絆
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

2
7

【
参

考
①
】
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
関
す
る

協
定

南
丹

市
（
以

下
「

甲
」

と
い

う
。

）
と

社
会

福
祉

法
人

南
丹

市
社

会
福

祉
協

議
会

（
以

下

「
乙

」
と

い
う

。
）

は
、

災
害

時
に

お
け

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

に
関

し
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。

（
目

的
）

第
１

条
こ
の

協
定

は
、

災
害

時
及

び
災

害
対

策
に

お
い

て
甲

及
び

乙
が

協
力

し
て

行
う
災

害

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
並

び
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
関

し
、

必
要

な
事

項
を

定
め

る
。

（
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

設
置

）

第
２

条
乙
は

、
災

害
時

の
効

果
的

な
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

推
進

す
る

た
め

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か
の

場
合

に
、

甲
乙

協
議

の
う

え
、

緊
急

対
応

の
た

め
「

南
丹

市
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

い
ず

れ
か
の

場
合

に
、

甲
乙

協
議

の
う

え
、

緊
急

対
応

の
た

め
「

南
丹

市
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ
ー

」
（

以
下

「
セ

ン
タ

ー
」

と
い

う
。

）
を

設
置

す
る

。

（
１

）
南

丹
市

域
に

、
震

度
５

以
上

の
地

震
が

起
き

、
災

害
対

応
の

必
要

が
生

じ
る

と
き

。

（
２

）
南

丹
市

災
害

対
策

本
部

が
設

置
さ

れ
、

災
害

対
応

の
必

要
が

生
じ

る
と

き
。

（
３

）
前

各
号

に
掲

げ
る

場
合

の
ほ

か
、

甲
が

セ
ン

タ
ー

の
設

置
を

必
要

と
認

め
、

乙
に
設

置

を
要

請
し

た
と

き
。

（
セ

ン
タ

ー
の

設
置

場
所

）

第
３

条
乙
は

、
南

丹
市

園
部

海
洋

セ
ン

タ
ー

（
以

下
「

Ｂ
Ｇ

体
育

館
」

と
い

う
。

）
に

セ
ン

タ
ー

を
設
置

す
る

も
の

と
す

る
。

た
だ

し
、

災
害

等
の

状
況

で
Ｂ

Ｇ
体

育
館

に
設

置
す

る
こ

と
が

適
当

で
な

い
場

合
は

、
甲

乙
協

議
し
て

、
こ

れ
に

代
わ

る
セ

ン
タ

ー
を

確
保

す
る

も
の

と
す

る
。

2
8
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２
甲
は
、
乙
が
著
し
い

被
害

を
受

け
た

地
域

に
対

し
、

セ
ン
タ

ー
の

分
室

的
機

能
を
有

す
る

現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ

ー
設

置
の

必
要

性
を

認
め

た
と
き

は
、
乙

の
要

請
に

よ
り

別
表

の
候
補
施
設
か
ら
現
地

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
確

保
に
協

力
す

る
も

の
と

す
る

。

（
情
報
提
供
及
び
連
携
・

協
力

）

第
４
条

甲
は
、
乙
が
セ

ン
タ

ー
を

運
営

す
る

上
で

必
要

な
情
報

を
、

乙
に

提
供

す
る

も
の
と

す
る
。

２
甲
と
乙
は
連
携
・
協

力
し

、
甲

は
、

セ
ン

タ
ー

の
設

置
・
運

営
に

つ
き

必
要

な
支

援
を
行

う
も
の
と
す
る
。

（
協
力
要
請
等
）

第
５
条

甲
、
乙
は
、
単

独
で

十
分

な
活

動
を

実
施

す
る

こ
と
が

で
き

な
い

と
認

め
る

と
き

は
、

互
い
に
必
要
な
協
力
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

互
い
に
必
要
な
協
力
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

２
第
２
条
第
３
号
の
規

定
に

よ
り

、
甲

が
乙

に
セ

ン
タ

ー
の
設

置
を

要
請

す
る

場
合

は
、
別

記
様
式
第
１
号
に
よ
り

乙
に

依
頼

す
る

。
た

だ
し

、
緊

急
で
や

む
を

得
な

い
場

合
は

、
口

頭
、

電
話
等
の
方
法
に
よ
り

要
請

し
、

後
日

文
書

を
も

っ
て

処
理
す

る
も

の
と

す
る

。

３
乙
は
、
セ
ン
タ
ー
を

設
置

し
た

と
き

は
、

別
記

様
式

第
２
号

に
よ

り
甲

に
報

告
す

る
。
た

だ
し
、
緊
急
で
や
む
を

得
な

い
場

合
は

、
口

頭
、

電
話

等
の
方

法
に

よ
り

要
請

し
、

後
日
文

書
を
も
っ
て
処
理
す
る

も
の

と
す

る
。

（
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

定
義

及
び

活
動

）

第
６
条

こ
の
協
定
書
に

お
い

て
、

「
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」
と

は
、

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、

次
の
各
号
に
規
定
す
る

活
動

に
従

事
す

る
た

め
、

名
簿

に
登
録

さ
れ

た
者

を
い

う
。

（
１
）
災
害
時
の
避
難
所

等
の

運
営

、
維

持
に

対
す

る
支

援
・
協

力
。

2
9

（
２

）
災

害
時

要
援

護
者

又
は

自
宅

避
難

者
に

対
す

る
支

援
・

協
力

。

（
３

）
前

２
号

に
掲

げ
る

も
の

の
ほ

か
、

災
害

応
急

及
び

復
興

の
支

援
。

（
セ

ン
タ

ー
の

業
務

）

第
７

条
セ
ン

タ
ー

が
実

施
す

る
業

務
は

、
次

に
掲

げ
る

と
お

り
と

す
る

。

（
１

）
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
け

入
れ

及
び

活
動

依
頼

。

（
２

）
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

需
要

状
況

の
把

握
及

び
提

供
。

（
３

）
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

必
要

な
物

品
等

の
調

達
。

（
４

）
災

害
時

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て

の
情

報
受

発
信

。

（
５

）
応

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
等

の
宿

泊
機

能
の

確
保

。

（
６

）
そ

の
他

、
セ

ン
タ

ー
の

運
営

に
あ

た
り

必
要

と
認

め
ら

れ
る

事
項
。

（
資

機
材

等
の

確
保

）
（

資
機

材
等
の

確
保

）

第
８

条
乙
は

、
災

害
時

に
必

要
な

資
機

材
等

を
、

甲
と

協
議

の
う

え
配

備
す

る
も

の
と

す
る

。

２
甲

は
、
甲

が
災

害
時

の
協

定
を

結
ん

で
い

る
事

業
所

か
ら

、
乙

が
直

接
資

機
材

の
提

供
が

受
け

ら
れ
る

よ
う

平
常

時
か

ら
調

整
を

行
う

も
の

と
す

る
。

３
甲

は
、
平

常
時

よ
り

乙
に

対
し

て
、

前
項

の
配

備
に

関
す

る
必

要
な

支
援

を
行

う
も

の
と

す
る

。

（
平

常
時

の
取

り
組

み
）

第
９

条
乙
は

、
平

常
時

よ
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

及
び

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
研

修
・

講
習
等

を
行

う
。

ま
た

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
入

・
派

遣
・

被
災

者
ニ

ー
ズ

の
把

握
等

、

非
常

時
に
備

え
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
関

係
機

関
等

で
整

備
す

る
も

の
と

す
る
。

２
甲

は
、
前

項
の

事
項

に
関

し
、

必
要

な
範

囲
で

支
援

す
る

も
の

と
す

る
。

3
0

（
費
用
負
担
）

第
１
０
条

災
害
時
の
災

害
応

急
、

復
旧

活
動

等
に

関
し

、
必
要

な
費

用
は

甲
の

負
担

と
す

る
。

（
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
）

第
１
１
条

甲
は
、
セ
ン

タ
ー

設
置

の
必

要
が

な
く

な
っ

た
と
認

め
た

場
合

に
、

乙
と

協
議

し
、

セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
を
決

定
す

る
こ

と
と

す
る

。

２
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
を

決
定

し
た

場
合

、
甲

乙
が

共
同

し
て
閉

鎖
す

る
こ

と
と

し
、

当
該
活

動
に
つ
い
て
残
務
が
あ

る
場

合
は

、
甲

乙
が

そ
れ

ぞ
れ

引
き
継

ぐ
も

の
と

す
る
。

（
損
害
補
償
）

第
１
２
条

災
害
応
急
、

復
旧

活
動

等
に

関
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

が
被

っ
た

損
害

の
補

償
は

、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

２
前
項
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の

保
険

の
加

入
金

は
、

甲
の

負
担
と

す
る
。

２
前
項
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の

保
険

の
加

入
金

は
、

甲
の

負
担
と

す
る
。

（
報
告
）

第
１
３
条

甲
は
、
乙
に

セ
ン

タ
ー

の
運

営
状

況
に

つ
い

て
、
報

告
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
協
議
）

第
１
４
条

こ
の
協
定
に

定
め

の
な

い
事

項
並

び
に

こ
の

協
定
に

関
す

る
疑

義
に

つ
い

て
は

、

甲
乙
協
議
の
う
え
決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

（
有
効
期
間
）

第
１
５
条

こ
の
協
定
の

有
効

期
間

は
、

協
定

締
結

の
日

か
ら
平

成
2
5
年

3
月

3
1
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ
し
、
期
間
満
了
の

日
の

３
ヶ

月
前

ま
で

に
、

甲
乙

そ
れ
ぞ

れ
か

ら
何

ら
の

意
思

表
示

が

な
い
と
き
は
、
１
年
間

延
長

さ
れ

た
も

の
と

み
な

し
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３
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府県域災害ボランティアセンターの府県域災害ボランティアセンターの府県域災害ボランティアセンターの府県域災害ボランティアセンターの

災害活動状況および課題災害活動状況および課題災害活動状況および課題災害活動状況および課題

～～～～ 平成平成平成平成25年年年年18号台風災害における号台風災害における号台風災害における号台風災害における

災害ボランティアセンターの活動から～災害ボランティアセンターの活動から～災害ボランティアセンターの活動から～災害ボランティアセンターの活動から～

京都災害ボランティアネット理事長

吉村 雄之祐

京都府における被害状況（初期情報：公式）

● 9月15日 午後６時ころから被害が入り始める。

● 9月15日 午後6時～9月16日午前４時ころまで、

・時間雨量60mm～84ｍｍの観測所（４観測所）

・累加雨量300ｍｍ超の観測所が出始める

（16日午前8時までに39観測所）

● 9月16日 午前2時ころから河川氾濫が始まる。

1

● 9月16日 午前2時ころから河川氾濫が始まる。

・桂 川（周山・保津峡・桂）

・園部川（南丹市小山）

・由良川（綾部市・福知山市）

・犀 川（綾部市）
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京都府における被害状況の把握

● 京都府災害対策本部が被害を数的に概要把握できたのは

災害発生から ４日目 である。

・ 9月16日午後８時（災害発生翌日）

床上浸水：京都市 541、中丹 69以上、南丹 77、山城 32

・ 9月17日午後３時（災害発生３日目）

2

床上浸水：京都市 541、丹後１、中丹92以上、南丹 131、山城 62

・ 9月18日午後6時（災害発生４日目）

床上浸水：京都市 550、丹後１、中丹 642、南丹 131、山城 66

※ 福知山市において床上浸水550戸という数字が加わる

もっとも、福知山の被害感触については、災害対策本部は初日から把握済み。

京都府災害ボランティアセンターの対処①

● ９月16日（月・祝）

◆ A06:00 ・副代表、役員、事務局による山城地域、京都市域の被害状況

～P02:00 調査（木津川市、八幡市、宇治市、伏見区、右京区）

・出張中の山田知事とメールで情報交換（副代表）

◆ P02:20 ・京都府災害ボランティアセンター緊急正副代表会議

（災害時規定がないが、事実上の第1回災害対策会議）

◆ P04:00    ・山内副知事（府災害対策本部長代理）の指示を受けて、担当

3

◆ P04:00    ・山内副知事（府災害対策本部長代理）の指示を受けて、担当

幹部（健康福祉部高齢社会対策監、介護・地域福祉課長）が

京都府災害ボランティアセンターに到着、会議に加わる。

※ 緊急対処方針の決定

◆ ～P06:00   ・舞鶴災害ボランティアセンター設置に関する現地との電話に

よる調整（副代表）

◆ P 07:30     ・対処方針に関するプレスリリース作成（副代表）

◆ ～A 00:30  ・対処に関する役割分担、現地との連絡調整
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京都府災害ボランティアセンターの対処②

９月16日に緊急対処方針４項目を決定 17171717日付日付日付日付プレスプレスプレスプレス発表予定発表予定発表予定発表予定（（（（実際実際実際実際はははは18181818日付日付日付日付））））

① 被害の概要被害が大きい丹後、中丹地区に役員・スタッフを先遣隊として派遣

現地の社会福祉協議会や、関係機関団体と被害状況の確認、災害ボランティア

センター立ち上げに関する連絡調整を実施する。（17日より派遣）

② 現地災害ボランティアセンターに必要な資材、調整要員（コーディネーター）

4

を、現地に派遣する（１７日以降）

③ 京都府庁と調整のうえ、受入可能な現地災害ボランティアセンターに対して、

早急にボランティアバスを派遣することを目指す。

④ その他必要な事項については現地との調整等により決定する。

京都府災害ボランティアセンターの対処③

● ９月15日 災害発生（夜～16日早朝まで）

● ９月16日 被害状況直接把握（山城、京都市域）

被害状況電話把握（中丹、南丹）

● ９月17日 被害状況直接把握（中丹、南丹）

現地センターへの人的支援、物的支援開始

ボランティアバス派遣準備開始

5

ボランティアバス派遣準備開始

● ９月18日 要求予算額の決定

● ９月19日 ボランティア募集

● ９月20日 ボランティア募集

● ９月21日～23日

実派遣（舞鶴市、南丹市、福知山市、亀岡市 に合計1001名）

※ 発生から派遣まで５日（発生6日目に派遣）を要した。
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京都府災害ボランティアセンターの体制

● 総責任者

・【代 表】 宮本 隆司 （９月22日～25日は親族葬儀により代行に委任）

※【代表代行】 吉村 雄之祐 （９月22日～25日）

● 部門責任者

・【総 括】 吉村 （副代表：京都災害ボランティアネット理事長）

秋元 正保 （事務局：京都府社協事務局次長）

・【情 報】 吉村（兼）

6

・【情 報】 吉村（兼）

深尾 昌峰 （運営委員：きょうとNPOセンター常務理事・龍谷大学准教授）

・【予 算】 河島 幸一 （運営委員：京都府介護地域福祉課長）

・【総 務】 神戸 望 （事務局：京都府社協総務部長）

・【ボラバス】 田畑 ゆかり（事務局：京都府社協参事）

酒向 直之 （運営委員：京都府生協連事務局次長）

龍谷大学ボランティア・市民活動センター

・【広 報】 神戸（兼）

・【現地支援】 武田 知記 （事務局：府社協福祉部長）

・【高速証明】 京都府府民生活部防災・原子力安全課

京都府災害ボランティアセンター 今回ミッションの結果

● ボランティア総数 うち（ ）内は府センターからの派遣数

舞 鶴 1,166 （ 328）

福知山 5,579 （ 530）

南 丹 1,174 （ 143）

亀 岡 405 （ 0） ※ スタッフ派遣と資材支援

計 8,497 （1,001）

7

計 8,497 （1,001）

京都市 173  （ 0）

● 資材支援

● 現地センタースタッフの支援
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京都府災害ボランティアセンター 今回ミッションの課題 私見

● 派遣に時間がかかったこと。

・発生後５日は時間がかかり過ぎた。

・現地センター立ち上げに関する手引きの整備を自系列、目的別に整備する

必要性。

・府センターのサポート要員（特に社協要員以外の要員）をどう確保するか。

※ 府社協、府下市町村社協の要員はフル稼働したが、ボラ側は…？

● 行政（防災部局）との intelligence に関する意思疎通が不十分だった。

8

● 行政（防災部局）との intelligence に関する意思疎通が不十分だった。

・俯瞰情報を持っているのは災害対策本部だが、リアルタイムに入手できず。

・災害時における何らかのシステムが必要（対策本部への出席等）

● （相反するようだが）

・府外からの支援申し出について、何をどこまで、どの程度受けるか。

あるいは受けないか。

・現地センターがキャパシティを超えている時に、どう支え、時には直接

介入するか。
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平成平成2525年台風第年台風第2626号に号におけるおける

ボランティアボランティア活動に活動についてついて

（（東京都大島町等）東京都大島町等）（（東京都大島町等）東京都大島町等）

１２月５日（木）＠防災ボランティア活動検討会

東京都災害ボランティアセンター 事務局

加納佑一（東京ボランティア・市民活動センター）

岡田港岡田港岡田港岡田港：：：：ここにここにここにここに

船船船船がががが着着着着きますきますきますきます。。。。

大金沢大金沢大金沢大金沢

元町地区元町地区元町地区元町地区

ここにここにここにここに町町町町役場役場役場役場やややや

災害災害災害災害VCVCVCVCががががあるあるあるある。。。。

【【【【竹芝竹芝竹芝竹芝からからからから大島大島大島大島までのまでのまでのまでの時間時間時間時間】】】】

・・・・飛行機飛行機飛行機飛行機でででで25252525分分分分

・ジェット・ジェット・ジェット・ジェット船船船船でででで1111時間時間時間時間40404040分分分分

・・・・大型客船大型客船大型客船大型客船でででで6666時間時間時間時間～～～～7777時間時間時間時間

大金沢大金沢大金沢大金沢

災害災害災害災害VCVCVCVCががががあるあるあるある。。。。

大金沢大金沢大金沢大金沢（（（（おおがなさわおおがなさわおおがなさわおおがなさわ））））

ここにここにここにここに土砂土砂土砂土砂がががが流流流流れてれてれてれて溢溢溢溢れかれかれかれか

えったえったえったえった。。。。
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赤い範囲が土砂が流れてきた地域赤い範囲が土砂が流れてきた地域

大金沢大金沢
大島社協大島社協

大島町役場大島町役場

つばき小学校つばき小学校

国土地理院では、被害後の上空撮影地図もHPで掲載されている。

ホテル椿園ホテル椿園

変わり果てた三原山。ホテルつばき園から見た様子。幾つもの箇所から土砂崩れ

が発生し、町を飲み込んだ状況が分かる。
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大島社協大島社協

大島町役場大島町役場

つばき小学校つばき小学校

ホテル椿園ホテル椿園

医療センター付近の救出活動現場。この後、数分後、ご遺体が発見された。遺体

が見つかったことで、親族が泣きながら抱き合っていた。
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大島社協大島社協

大島町役場大島町役場

つばき小学校つばき小学校

ホテル椿園ホテル椿園

大金沢。橋に土砂や流木がぶつかって両脇に大量の土砂があふれた。沢筋は、

ボランティアが活動するには危険な家屋が多くある。
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被害状況被害状況被害状況被害状況（（（（被害状況被害状況被害状況被害状況（（（（1212121212121212月月月月月月月月44444444日現在日現在日現在日現在））））日現在日現在日現在日現在））））

（（（（１１１１））））人的被害人的被害人的被害人的被害（（（（町田市町田市町田市町田市１１１１名含名含名含名含むむむむ））））

死亡死亡死亡死亡３６３６３６３６名名名名（（（（うちうちうちうち身元判明身元判明身元判明身元判明３６３６３６３６名名名名、、、、行方不明行方不明行方不明行方不明４４４４名名名名））））

（（（（２２２２））））建物被害建物被害建物被害建物被害（（（（住家住家住家住家））））

全壊全壊全壊全壊７３７３７３７３棟棟棟棟、、、、大規模半壊大規模半壊大規模半壊大規模半壊１９１９１９１９棟棟棟棟、、、、半壊半壊半壊半壊２６２６２６２６棟棟棟棟、、、、

一部損壊一部損壊一部損壊一部損壊８４８４８４８４棟棟棟棟 ⇒⇒⇒⇒ 計計計計２０２２０２２０２２０２棟棟棟棟一部損壊一部損壊一部損壊一部損壊８４８４８４８４棟棟棟棟 ⇒⇒⇒⇒ 計計計計２０２２０２２０２２０２棟棟棟棟

○避難者は教職員住宅に避難している。

また、島内外の親戚の家や知人宅を頼って生活している。

○一人暮らし高齢者が多く、泥出しが難しい方が多く見

られた。

○親が災害対応で家になかなか帰れないなどで子ども達の

ストレスもたまっている。 などなど。

大島社協大島社協大島社協大島社協大島社協大島社協大島社協大島社協

災害災害災害災害ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター災害災害災害災害ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター
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大島社協災害大島社協災害大島社協災害大島社協災害ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター大島社協災害大島社協災害大島社協災害大島社協災害ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター

• 発災発災発災発災２２２２日後日後日後日後のののの10101010月月月月18181818日災害日災害日災害日災害VCVCVCVC設置設置設置設置。。。。当初当初当初当初はははは台風台風台風台風27272727号号号号・・・・28282828

号号号号のののの影響影響影響影響もありもありもありもあり、、、、島内島内島内島内のボランティアのボランティアのボランティアのボランティアがががが中心中心中心中心にににに活動活動活動活動をををを

行行行行ったったったった。。。。

• 10101010月月月月18181818日日日日ににににfacebookfacebookfacebookfacebookをををを立立立立ちちちち上上上上げげげげ、、、、現地状況等現地状況等現地状況等現地状況等をををを発信発信発信発信。。。。27272727

日日日日にホームページにホームページにホームページにホームページをををを開設開設開設開設したしたしたした。。。。

• 台風台風台風台風27272727号以降号以降号以降号以降、、、、島外島外島外島外ボランティアもボランティアもボランティアもボランティアも多多多多くくくく駆駆駆駆けつけけつけけつけけつけ、、、、11111111月月月月• 台風台風台風台風27272727号以降号以降号以降号以降、、、、島外島外島外島外ボランティアもボランティアもボランティアもボランティアも多多多多くくくく駆駆駆駆けつけけつけけつけけつけ、、、、11111111月月月月

28282828日日日日までまでまでまでにににに島内外島内外島内外島内外でででで6285628562856285名名名名がががが活動活動活動活動にににに参加参加参加参加。。。。延延延延べべべべ535535535535件件件件のののの

ニーズにニーズにニーズにニーズに対応対応対応対応。。。。

• 島外島外島外島外ボランティアのボランティアのボランティアのボランティアの受受受受けけけけ入入入入れはれはれはれは、、、、以下以下以下以下をををを条件条件条件条件としたとしたとしたとした。。。。

①①①①宿泊所宿泊所宿泊所宿泊所がががが事前事前事前事前にににに確保確保確保確保できることできることできることできること

②②②②移動手段移動手段移動手段移動手段がががが確保確保確保確保できることできることできることできること

③③③③資材資材資材資材・・・・装備装備装備装備がががが確保確保確保確保できることできることできることできること

④④④④ボランティアボランティアボランティアボランティア保険保険保険保険にににに入入入入っていただけるっていただけるっていただけるっていただける

大島社協災害大島社協災害大島社協災害大島社協災害ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター大島社協災害大島社協災害大島社協災害大島社協災害ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター

• 島外島外島外島外からボランティアをからボランティアをからボランティアをからボランティアを受受受受けけけけ入入入入れるにあたりれるにあたりれるにあたりれるにあたり宿泊場所宿泊場所宿泊場所宿泊場所やややや

移動手段移動手段移動手段移動手段をををを整整整整えることがえることがえることがえることが大大大大きなきなきなきな課題課題課題課題となったとなったとなったとなった。。。。島内宿泊島内宿泊島内宿泊島内宿泊

施設施設施設施設はははは自衛隊自衛隊自衛隊自衛隊やマスコミやマスコミやマスコミやマスコミ関係者関係者関係者関係者などがなどがなどがなどが使用使用使用使用していたしていたしていたしていた。。。。

• 長期長期長期長期にににに滞在滞在滞在滞在できできできでき、、、、被災地被災地被災地被災地でのでのでのでの活動経験活動経験活動経験活動経験があるがあるがあるがあるNPONPONPONPO・・・・NGONGONGONGO・・・・

個人個人個人個人ボランティアがボランティアがボランティアがボランティアが現場現場現場現場リーダーとしてリーダーとしてリーダーとしてリーダーとして、、、、現場現場現場現場のののの状況状況状況状況をををを

把握把握把握把握しししし、、、、災害災害災害災害VCVCVCVC運営運営運営運営がががが行行行行われたわれたわれたわれた。。。。把握把握把握把握しししし、、、、災害災害災害災害VCVCVCVC運営運営運営運営がががが行行行行われたわれたわれたわれた。。。。

• 派遣派遣派遣派遣コーディネーターはコーディネーターはコーディネーターはコーディネーターは災害災害災害災害VCVCVCVCのボランティアのボランティアのボランティアのボランティア受付受付受付受付、、、、

マッチングマッチングマッチングマッチング、、、、電話対応電話対応電話対応電話対応、、、、情報発信情報発信情報発信情報発信などのなどのなどのなどの事務作業事務作業事務作業事務作業をををを担担担担っっっっ

たたたた。。。。

• 島民島民島民島民（（（（元島民含元島民含元島民含元島民含むむむむ））））ボランティアもボランティアもボランティアもボランティアも多多多多くくくく参加参加参加参加。。。。災害災害災害災害VCVCVCVCのののの

おおおお手伝手伝手伝手伝いやいやいやいやVCVCVCVCへのへのへのへの差差差差しししし入入入入れなどれなどれなどれなど様々様々様々様々なサポートがあったなサポートがあったなサポートがあったなサポートがあった。。。。

• 行政行政行政行政とはとはとはとは、、、、毎日毎日毎日毎日、、、、定期協議定期協議定期協議定期協議のののの時間時間時間時間をををを設設設設けけけけ、、、、情報共有情報共有情報共有情報共有にににに努努努努

めためためためた。。。。
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• 当初当初当初当初はははは、、、、泥出泥出泥出泥出しししし活動活動活動活動とととと避難所支援避難所支援避難所支援避難所支援をををを実施実施実施実施。。。。

泥出泥出泥出泥出しについてはしについてはしについてはしについては、、、、床下及床下及床下及床下及びびびび消石灰散布消石灰散布消石灰散布消石灰散布もももも実施実施実施実施。。。。泥出泥出泥出泥出しししし

活動活動活動活動をををを行行行行いながらいながらいながらいながら、、、、避難所避難所避難所避難所でのでのでのでの喫茶喫茶喫茶喫茶「「「「あいべぇあいべぇあいべぇあいべぇ」」」」のののの運営運営運営運営もももも

開始開始開始開始したしたしたした。。。。

• 現在現在現在現在のののの主主主主なななな活動活動活動活動はははは以下以下以下以下のののの通通通通りりりり。。。。

泥出泥出泥出泥出しししし

喫茶喫茶喫茶喫茶「「「「あいべぇあいべぇあいべぇあいべぇ」」」」のののの運営運営運営運営

※※※※教職員住宅教職員住宅教職員住宅教職員住宅（（（（避難所避難所避難所避難所））））とととと在宅在宅在宅在宅（（（（元町二丁目元町二丁目元町二丁目元町二丁目））））でででで開催開催開催開催。。。。

在宅在宅在宅在宅でのでのでのでの「「「「あいべぇあいべぇあいべぇあいべぇ」」」」はははは住民交流会住民交流会住民交流会住民交流会としとしとしとし、、、、被災被災被災被災してしてしてして

いないいないいないいない方方方方もももも対象対象対象対象としているとしているとしているとしている。。。。

定期定期定期定期ニュースニュースニュースニュース（（（（かわらかわらかわらかわら版版版版））））のののの発行発行発行発行

東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター

• 都内外都内外都内外都内外のののの市民活動団体等市民活動団体等市民活動団体等市民活動団体等がががが協働協働協働協働しししし、、、、大島社協災害大島社協災害大島社協災害大島社協災害VCVCVCVC等等等等をををを通通通通じじじじ

てててて被災者支援被災者支援被災者支援被災者支援をををを行行行行うといううといううといううという目的目的目的目的のもとのもとのもとのもと、、、、10101010月月月月28282828日東京日東京日東京日東京ボランボランボランボラン

ティア・ティア・ティア・ティア・市民活動市民活動市民活動市民活動センターセンターセンターセンター内内内内にににに設置設置設置設置したしたしたした。。。。

• 構成団体構成団体構成団体構成団体

大島社会福祉協議会大島社会福祉協議会大島社会福祉協議会大島社会福祉協議会

国際協力国際協力国際協力国際協力NGONGONGONGOセンターセンターセンターセンター（（（（JANICJANICJANICJANIC））））

静岡県静岡県静岡県静岡県ボランティアボランティアボランティアボランティア協会協会協会協会静岡県静岡県静岡県静岡県ボランティアボランティアボランティアボランティア協会協会協会協会

ジャパンプラットフォームジャパンプラットフォームジャパンプラットフォームジャパンプラットフォーム（（（（JPFJPFJPFJPF））））

シャンティシャンティシャンティシャンティ国際国際国際国際ボランティアボランティアボランティアボランティア会会会会（（（（SVA)SVA)SVA)SVA)

東京災害東京災害東京災害東京災害ボランティアネットワークボランティアネットワークボランティアネットワークボランティアネットワーク

東京東京東京東京ボランティア・ボランティア・ボランティア・ボランティア・市民活動市民活動市民活動市民活動センターセンターセンターセンター（（（（TVACTVACTVACTVAC））））

東京東京東京東京YMCAYMCAYMCAYMCA

日本青年会議所関東地区東京日本青年会議所関東地区東京日本青年会議所関東地区東京日本青年会議所関東地区東京ブロックブロックブロックブロック協議会協議会協議会協議会

※※※※平成平成平成平成25252525年年年年3333月月月月にににに東京都東京都東京都東京都とととと東京都社会福祉協議会東京都社会福祉協議会東京都社会福祉協議会東京都社会福祉協議会とでとでとでとで「「「「災害災害災害災害ボランティアボランティアボランティアボランティア活動支援活動支援活動支援活動支援にににに関関関関

するするするする協定協定協定協定」」」」をををを結結結結んでおりんでおりんでおりんでおり、、、、都都都都はははは東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害VCVCVCVCのののの運営運営運営運営にににに側面支援側面支援側面支援側面支援するするするする役割役割役割役割をををを担担担担っているっているっているっている。。。。
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被災者

大島社協

静岡県ボラン

ティア協会

ＪＡＮＩＣ PBV

JHP

区市町村社協

大学VC

大島社協災害VC大島社協災害VC

ＴＶＡＣ
ＳＶＡ

ＪＰＦ
東災ボ

東京ＹＭＣＡ

日本青年会議所

関東地区ブロック

協議会

東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害ＶＣＶＣＶＣＶＣ

難民支援協会

ANA

アサヒ飲料

都内区市JC

東京都生協連

連合東京

Youth for 3.11

中央ろうきん

富士ゼロックス

東京都東京都東京都東京都

生活文化局生活文化局生活文化局生活文化局 ※災害ボランティア活動支援に関する協定

日本郵船

１１１１））））大島社協災害大島社協災害大島社協災害大島社協災害VCVCVCVCへのへのへのへのコーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター派遣派遣派遣派遣

⇒⇒⇒⇒10101010月月月月16161616日日日日～～～～12121212月月月月2222日日日日までにまでにまでにまでに延延延延べべべべ90909090人派遣人派遣人派遣人派遣

２２２２））））ボランティアボランティアボランティアボランティア受入状況等受入状況等受入状況等受入状況等のののの情報情報情報情報発信発信発信発信

⇒⇒⇒⇒TVACTVACTVACTVACホームページでのホームページでのホームページでのホームページでの情報発信情報発信情報発信情報発信

東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害ボランティアセンターのボランティアセンターのボランティアセンターのボランティアセンターの役割役割役割役割東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害ボランティアセンターのボランティアセンターのボランティアセンターのボランティアセンターの役割役割役割役割

⇒⇒⇒⇒関係団体関係団体関係団体関係団体へのメールニュースへのメールニュースへのメールニュースへのメールニュース配信配信配信配信

（（（（12121212月月月月2222日時点日時点日時点日時点でででで40404040報配信報配信報配信報配信））））

⇒⇒⇒⇒報道機関報道機関報道機関報道機関へのプレスリリースへのプレスリリースへのプレスリリースへのプレスリリース

３３３３））））資機材資機材資機材資機材やボランティアやボランティアやボランティアやボランティア等等等等のののの調整調整調整調整

⇒⇒⇒⇒資機材等資機材等資機材等資機材等のののの手配手配手配手配

⇒⇒⇒⇒構成団体内構成団体内構成団体内構成団体内へのボランティアへのボランティアへのボランティアへのボランティア募集募集募集募集のののの呼呼呼呼びかけびかけびかけびかけ

⇒⇒⇒⇒大島社協災害大島社協災害大島社協災害大島社協災害VCVCVCVCへのへのへのへの活動支援金募集活動支援金募集活動支援金募集活動支援金募集のののの呼呼呼呼びかけびかけびかけびかけ
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４４４４））））ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動のののの環境整備環境整備環境整備環境整備

⇒⇒⇒⇒元民宿元民宿元民宿元民宿やややや民家民家民家民家をををを借借借借りりりり上上上上げてのボランティアげてのボランティアげてのボランティアげてのボランティア宿泊先宿泊先宿泊先宿泊先

のののの確保確保確保確保

⇒⇒⇒⇒島内島内島内島内のののの移動手段移動手段移動手段移動手段のののの確保確保確保確保

⇒⇒⇒⇒東海汽船東海汽船東海汽船東海汽船のののの復路割引復路割引復路割引復路割引

５５５５））））大島社協災害大島社協災害大島社協災害大島社協災害VCVCVCVC運営支援運営支援運営支援運営支援５５５５））））大島社協災害大島社協災害大島社協災害大島社協災害VCVCVCVC運営支援運営支援運営支援運営支援

⇒⇒⇒⇒災害災害災害災害VCVCVCVC運営運営運営運営についてのについてのについてのについての相談相談相談相談支援支援支援支援

・・・・災害災害災害災害VCVCVCVC運営方法運営方法運営方法運営方法のののの助言助言助言助言

・・・・災害災害災害災害VCVCVCVCのののの方針方針方針方針・・・・方向性方向性方向性方向性へのへのへのへの助言助言助言助言

・・・・島外島外島外島外のののの関係機関関係機関関係機関関係機関とのとのとのとの連絡連絡連絡連絡・・・・調整調整調整調整

これらのことについてこれらのことについてこれらのことについてこれらのことについて、、、、週週週週にににに２２２２回回回回（（（（現在現在現在現在はははは１１１１回回回回））））集集集集まりまりまりまり、、、、

構成団体間構成団体間構成団体間構成団体間でででで情報共有情報共有情報共有情報共有をををを行行行行ったったったった。。。。

東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター

設置設置設置設置のののの経過経過経過経過設置設置設置設置のののの経過経過経過経過

• 平成24年9月東京都地域防災計画改訂に伴い、東京都は、

災害時に東京ボランティア・市民活動センターと連携し

て、東京都災害ボランティアセンターを設置することな

どを決めた。

• 平成25年2月、東京ボランティア・市民活動センターは、

首都直下地震等により東京が被災した際、災害ボラン首都直下地震等により東京が被災した際、災害ボラン

ティアの活動を支援するために設置される東京都災害ボ

ランティアセンター（仮称）の役割や機能、運営方法等

を検討する「東京都災害ボランティアセンター（仮称）

の運営等に関する検討委員会」を設置した。

• 検討委員は、東京都内外からの関係者から構成されてい

る（検討委員会名簿は次のスライドの通り）。

• 平成25年2月28日に第１回検討委員会を開催。これまで

に計５回開催してきている。
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No 所属 名前

1 東京災害ボランティアネットワーク 事務局長 福田 信章

2

災害ボランティア活動支援プロジェクト会議

（中央共同募金会企画広報部長）

阿部 陽一郎

3 東京YMCA 総主事 廣田 光司

4 シャンティ国際ボランティア会（SVA） 理事・事務局長 関 尚士

5 静岡県ボランティア協会 事務局長 鳥羽 茂

6 とちぎボランティアネットワーク 常務理事・事務局長 矢野 正広

7 国際協力NGOセンター（JANIC） 震災チーム リーダー 田島 誠

8 ジャパン・プラットフォーム 国内事業部長／東北事務所長 明城 徹也

9 東京都生活協同組合連合会 代表理事 竹内 誠

東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター（（（（仮称仮称仮称仮称））））のののの運営運営運営運営にににに関関関関するするするする検討検討検討検討委員会委員会委員会委員会 名簿名簿名簿名簿（（（（H25.12.2H25.12.2H25.12.2H25.12.2時点時点時点時点））））

東京都生活協同組合連合会 代表理事
10 日本青年会議所関東地区東京ブロック協議会 副会長 輪千 智一

11 ダイナックス都市環境研究所 研究員 津賀 高幸

12 荒川区社会福祉協議会 事務局長・専務理事 藤田 満幸

13 世田谷ボランティア協会 ボランティア・市民活動推進部 部長 高橋 祐孝

14 震災がつなぐ全国ネットワーク 事務局長 松山 文紀

15 調布市市民活動支援センター センター長 朝日 敏幸

16 法政大学 非常勤講師 安藤 雄太

17 東日本大震災女性支援ネットワーク 運営委員 浅野 幸子

18 品川区地域振興事業部協働・国際担当課長 寺嶋 清

19

東村山市市民部防災安全課長（東京都市町村防災事務連絡協議会幹
事長）

細渕 睦

20 東京都生活文化局都民生活部市民活動担当課長 渡邊 勝美

21 東京ボランティア・市民活動センター 所長 山崎 美貴子

（（（（現時点現時点現時点現時点でのでのでのでの））））大島支援大島支援大島支援大島支援におけるにおけるにおけるにおける（（（（現時点現時点現時点現時点でのでのでのでの））））大島支援大島支援大島支援大島支援におけるにおけるにおけるにおける

東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害ＶＣＶＣＶＣＶＣ運営運営運営運営でででで感感感感じたことじたことじたことじたこと東京都災害東京都災害東京都災害東京都災害ＶＣＶＣＶＣＶＣ運営運営運営運営でででで感感感感じたことじたことじたことじたこと

• 協働でセンターを運営していくことは共通認識を持てていたが、そ

の「協働」の意味合いが各団体によって違った。

⇒具体的な協働のあり方について議論を深めている最中で

あり、確立された指針が十分に示されていなかった。

• 東京都災害VCとしては、構成団体へ財政負担を強いて様々な支援活

動を行わざるをえなかった。

⇒検討委員会では、財政について検討を行う前の災害であっ⇒検討委員会では、財政について検討を行う前の災害であっ

た。

• 今後の首都直下地震等に向けての課題となるが、今回は大島町とい

う一つの自治体内の災害。首都直下地震等は複数の区市町村にまた

がる広域災害となる。その場合の都域のセンターの役割は別途考え

る必要がある。

• 支援手法や情報発信等について東京都災害VC（仮称）検討委員にリ

アルタイムで相談することが出来た。

※まだ東京都災害VC（仮称）検討委員会では、今回の大島支援につい

て振返りを行っていないため、あくまでも事務局の意見です。
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現地情報の発信について 
 

東京都災害 VC 事務局 加納 

 

今回は、東京都災害 VC（仮称）検討委員会にて議論されていた「情報発信」を意識し、

以下のように、対象に応じて配信内容を変えている。 

 

 

●大島災害ボランティア情報（第○報） 

 発信先 ： 東京都災害 VC（仮称）検討委員会 

       都内区市町村社協 

       風＆土メーリングリスト（支援 P研修受講者有志 ML） 

       震災がつなぐ全国ネットワーク ML 

       内閣府防災ボランティア活動検討会 ML 

 頻 度 ： 毎日１回 

 内 容 ： 主に大島社協災害 VC ミーティング内容から 

 

        

●大島災害ボランティア情報（第○報） ※転送不可 

 発信先 ： 東京都災害 VC（仮称）検討委員会 

 頻 度 ： 毎日１回 

内 容 ： 主に大島社協災害 VC ミーティング内容から 

       内容は上記に加え、区市町村社協派遣予定、ポイント、調整中の案件等 

 

 

●その他 

 発信先 ： 東京都災害 VC（仮称）検討委員会 

 頻 度 ： 随時（局面が変わるときなど） 12 月 2 日までに 3回配信 

 内 容 ： 今後の見通しや動きについて（次頁以降参照） 
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2013/10/20 20:59 

タイトル：大島の状況について（転送不可） 

 

本日、午後２時半に大型客船で大島を出発し、午後７時半ごろ本土に戻りました。以下、定期的な連

絡報とは別に、公に一般公開するには、デリケートな部分がある内容も含め、報告をさせて頂きます。

公情報は、大島社協災害ボランティアセンターのフェイスブックをご覧ください。 

https://www.facebook.com/oshima.saigaivc 

 

状況は刻一刻と変化していますので、以下、転送不可でお願いします。また、様々な問合せにもこの

内容をもとに対応することは控えて頂きますよう、お願いします。写真も転送不可でお願いします。 

 

--------------------------------------- 

＜役場との関係＞ 

・役場の担当課（福祉けんこう課）と社協とは非常に良い関係が出来ており、この関係を維持できる

よう、丁寧に情報交換を行っていく必要がある。 

・また、町役場と大島支庁との３者で定期的に情報共有できる場を持てるようになることがベスト。 

 

＜被害状況＞ 

・大きな被害を受けたのは、神達（かんだつ）地区を含む元町（もとまち）地域。元町地域は被災前

のデータ（25.4.1）で 1,456 世帯 2,624 人、大島内では最も人口の多い地域である。 

・今回の台風による想定被害戸数は大島全体で 283 戸（東京都防災ホームページ）となっている。 

・大きな被害は沢筋の部分に集中している。沢筋は、ボランティアが活動するには危険な家屋が多い

が、その脇に、家屋は建っているが、家の中に土砂が入り込んでいる地域があり、現在は、そうい

った地域を歩いてニーズを拾っている。 

・ニュース等では島全体が大きな被害を受けているように見えるが、被災地域は一定の地域に限られ

ている。 

・被害のない地域ではお店なども通常開店している。 

・しかし、今回の雨、台風 27号により被害がどの程度広がるのか、これまで片づけた部分も含め、

未知数な部分がある。 

 

＜今後の対応＞ 

・現在は元町地区の広い範囲で、避難勧告が出されている状況（添付写真 1の通り。また、元町地区

の島の反対側にあたる泉津（せんず）地区でも避難勧告が出されている。 

・そのような状況ではあるものの、住民はそれぞれ自宅の片づけを行うことが想定されるため、避難

勧告地域でのボランティア活動について、災害ボラセンとして、どのように対応していくか検討が

必要。 

・台風 27号通過後は、島の旅館も空きが増え、島外からのボランティアも宿泊先を確保できる可能

性が高い。ＩＶＵＳＡなど団体として活動を考えているところも幾つか見られるので、その体制に

ついて検討しておくことも必要か。 

・一方で、避難勧告等により、新たに避難所が５か所設置されており、こちらへの支援活動にも力を

注いでいく必要がある。避難所の環境整備や避難所でのボランティアプログラム（マッサージ、足

湯、イベントプログラム etc）を、提供できる体制を整えておくことが必要か。 

・役場としては仮設住宅は建設せず、町営住宅で対応するとのことだが、避難所生活がどの程度長引

くのか、早めに見切りをつける必要があると感じる。 

・また、大島出身で東京にいる若者たち非常に大きな力を担ってくれており、彼らが活躍できる場を

ボラセンとして、考えていくことが大事。 
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・地元の民生委員や青年会議所関係など地元の方々とともに地域のニーズ拾いやボランティア対応な

どを行っていくことを心がける。実際に地域の方から、ボランティアセンターのお手伝いをしたい

旨の声を頂いている。 

 

＜スタッフ関係＞ 

・局長がマスコミ対応で疲れている様子が見られる。社協事務局の鈴木さんが代わりにマスコミ対応

を行い、局長は役場との調整を中心に進めていく。 

・災害ＮＧＯ結の前原さん、Pikari 支援プロジェクトの遠藤太一さん、草野さんがボランティアス

タッフで関わっている。被災地で、現場リーダー的に動くことを東日本大震災でも行ってきた方た

ち。彼らとも、地元中心ということを尊重して動いていくことについて、共通認識を持って動いて

いる。 

 

＜写真の内容＞ 

写真１：元町地域の避難勧告地域図（赤い線で挟

まれている部分）。真ん中下に赤く囲んである建

物が役場。その右の道路を挟んだところに社協が

ある。青い線が沢。右側の沢（大金沢）が大きく

氾濫した。大金沢の上流部分が神達地区で、一帯

が大きな被害を受けている。なお、黄色の線は、

都道一周道路。（10 月 19 日撮影） 

 

 

写真２：大金沢の下流域。沢の筋部分の家屋は、

流木、泥などで大きな被害を受けている。（10月

19 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

写真３：元町地区。大金沢からほんの１分ほど歩

いた地域。泥は流れてきた様子はうかがえるが被

害はそれほど大きくない。写真中央奥に青看板が

見えるが、その付近が大金沢。（10 月 19 日撮影） 

 

 

 

 

 

写真４：ボランティア活動を行ったお宅の写真。

おそらく泥が軒下まで入っている。また、泥だけ

でなく、様々なものが一緒に流れていることがう

かがえる。 

ニーズ調査時は、社協職員にくっついていくよう

な形で訪問している。（10 月 19 日撮影） 
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写真５：ボランティア活動中の写真。家の中の泥

は、乾くのが遅いので、水分を多く含んでおり、

非常に重い。（10月 19 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

写真６：泥を片付けた後の写真。（10月 19 日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013/11/13 12:45 

タイトル：今後の大島災害ボランティア支援の見通しについて ※転送不可 
 

【今後のニーズ推移予測について】 

・泥出しニーズについては、ほぼ出きっており、 未着手ニーズはもうないと思われる。このペースで活動を  

続けていけば、11 月 20 日頃には一旦の目処がつくのではないか、という形で進んでいる。 

・ただし、神達地区にある「ホテルつばき園」からボランティアのニーズが入っており、そこにボランティアが

入るとなる と、作業がかなり増え、もう少し、泥出し終了の時期がずれてくる可能性がある。ホテルつばき

園にボランティアが入るかど うかは今の段階では、未定。 

・泥出しニーズ以降については、生活支援ニーズ等が出てくる。現在は、家族・親戚同士のつながり、島民

同士のつながりで 支えあっている部分が大きいが、少しずつ厳しくなってきていて、それが行政への不満

につながっていたりしている。 

 

【センターの閉鎖時期予測】 

・センターの閉鎖については、なかなか判断が付かないところではあるが、泥出し系のボランティアニーズが

収束した段階 で、島外ボランティアを積極的に募集していく動きは縮小していく（若しくはなくなる）と思われ

る。 

・ただし、生活支援ニーズは今後も続いていくので、その関係でのボランティア募集は継続すると考えられる。 

 

【今後のボランティア需要ー供給予測】 

・昨日、今日とボランティアは 150 名程度となっている。残ニーズ（対応しなければいけないニーズ）は 40 件

以上ではあ るが、このボランティア数で対応していけば、徐々に完了していくと思われる。 

・また、先週に比べると、宿が空いてきたことや、団体ボランティアが動き始めたことで平日でもボランティア

は多い。床下 作業ができる、泥出し作業の段取りができる、重機を持ち込める等のスキル系ボランティア
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がいればスピードは上がると思わ れる。 

・ただし、平日 150 名、休日 300 名というボランティア規模であれば、丁寧な対応ができている現状を考える

と、今 の状況が適正ではないかと感じている。 

・細かい作業ができる人、仕上げ作業ができる人などがバランス良く参加してくれるとありがたい。上手いバ

ランスでボラン ティアが入れば、20 日前にほぼ終わる可能性もある。現場リーダーによれば、今週末はボ

ランティアが溢れる可能性もない とは言えないとのこと。 

 

【活動資金の目処】 

・活動資金については、今のところ、東京都共同募金会の準備金、また、静岡県ボランティア協会をはじめ

様々なところで支 援金の募金活動をして頂いている関係もあり、泥出しニーズ系までについては、なんとか

目処がついている状況。 

 

以上となります。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

2013/12/02 20:24 

タイトル：大島災害ボランティア活動の今後について ※転送不可 
 

11 月 30 日時点で、大島災害 VC にて、12 月以降のボランティア活動について話し合いをした結果と

なります。あくまでも予定ですので、新たに活 動が加わったりする可能性も十分ありますので、ご

注意お願いします。 

 

＜泥出しについて＞ 

・11月中に一段落しますが、全ての泥出しが終わるわけではありません。場合によっては、これま

で島民の方自身で実施してきたが、やはりボラン ティアにお願いしたい、というケースも出てくる

のではと予想しています。 

・泥関係の残ニーズ：6件（11 月 30 日（土）12時 00 分時点） 

・泥出し関係活動は、2013 年 12 月内はいつでもできるようにしておきます。2014 年 1 月以降につい

ては、どこかタイミングを見計らい、チラ シ等で島民の方々にお知らせした上で、終了とします。 

 

＜資機材について＞ 

・これまで使用してきた資機材の片付け、返却作業をおこなっていきます。スコップや一輪車（ネコ

車）等、泥出し活動用に用意した資機材を片付け て、お借りしている物については、返却の手続き

をおこなっていきます。 

 

＜ニュース（かわら版）の発行＞ 

・行政情報や災害 VC からの情報を、被災された地域の方々にニュース（かわら版）として配布しま

す。A4サイズ程度のニュース（かわら版）になり ます。週１回発行予定。島内にはチラシで、島外

の関係団体等にはメール配信の予定。 

 

＜喫茶「あいべ～」の運営＞ 

・毎週火/木曜日に開催している地域交流の喫茶活動。火曜日は避難所（教職員住宅）での喫茶活動、

木曜日は住民交流会として実施している「くぼい ち（元町 2丁目）」での喫茶活動となっています。

現在もマッサージ等のプログラムを喫茶内で実施していますが、今後も「足湯プログラム」等、喫茶 

内プログラムを検討すると同時に、出張喫茶も検討しています。 

 

＜生活支援相談員の配置の動き＞ 
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・生活支援を中心的に行う新規職員を大島社協に配置するため、町役場と大島支庁と協議中です。過

去の水害では、あまり例はありませんが、地震災害 等では、被災者の戸別訪問やサロン企画・運営、

孤立化防止、コミュニティづくりなどを行う相談員が配置されています。 

 

＜派遣社協職員の縮小＞ 

・東社協では、派遣社協職員の規模を 12 月より縮小します。これまでは１クール６人～７人だった

のを基本２人とします。派遣は 12月 19 日までの 予定です。 

 

＜島外ボランティア募集について＞ 

・東災ボ募集のボランティアは 12月 21 日までとしています。 

・JANIC（ピースボート）募集のボランティアは 11月 29 日まで。 

・TVAC 募集のボランティアは 11 月 30 日まで。 

・JC東京ブロック協議会募集のボランティアは、12 月 20 日を目途としています。 

 

以上となります。よろしくお願いいたします。 
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平成２５年１０月２８日（月） 

 東京都災害ボランティアセンター設立 
 

平成 25 年 10 月 16 日未明、東京都大島町では、台風 26 号による大きな被害が生じまし

た。現在、地元の大島社会福祉協議会が中心となり、大島社会福祉協議会災害ボランティ

アセンターが設置・運営されています。 

台風 27号の通過により、今後、本格的なボランティア活動が展開されることが予想され

ます。 

そこで私たち（下記の構成団体参照）は、10月 28 日、「東京都災害ボランティアセンタ

ー」を設置しました。 

「東京都災害ボランティアセンター」では、大島社会福祉協議会災害ボランティアセン

ターへの支援を行い、それを通じて大島町の被災された方がたの支援を行っていきます。 

※この取組みには、「災害ボランティア活動支援に関する協定」に基づき、東京都も側面支援を行うこ

とになっています。 

 

■目的 

被災者のニーズに即したボランティア活動がおこなえるよう、市民活動団体等が協働し、

大島社会福祉協議会災害ボランティアセンター等を支援する。 

 

■設立日 平成２５年１０月２８日 

 

■活動内容 

１）大島社会福祉協議会災害ボランティアセンターへのコーディネーター派遣 

２）大島社会福祉協議会災害ボランティアセンターの運営支援 

３）ボランティア受入状況等の情報発信 

４）資器材やボランティア等の調整 

５）ボランティア活動の環境整備 

 

■構成団体 （＊…役員団体） 

・社会福祉法人 大島社会福祉協議会 ＊ 

・特定非営利活動法人 国際協力 NGO センター（JANIC） 

・特定非営利活動法人 ジャパン・プラットフォーム ＊ 

・公益社団法人 シャンティ国際ボランティア会（SVA） 

・東京災害ボランティアネットワーク ＊ 

・東京ボランティア・市民活動センター ＊ 

・公益財団法人 東京 YMCA 

・公益社団法人 日本青年会議所関東地区東京ブロック協議会  

＊なお、東京都は東京都災害ボランティアセンターの運営を側面支援する役割を担っています。 

＊東京都災害ボランティアセンターの事務局は、東京災害ボランティアネットワークと、東京ボラン
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ティア・市民活動センターが協働して担っています。 

 

■問い合わせ先 

東京ボランティア・市民活動センター 

住所:東京都新宿区神楽河岸 1-1 

電話:03-3235-1171  FAX:03-3235-0050 

http://www.tvac.or.jp/ 

以上 
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平成２５年１１月７日（木） 

大島社会福祉協議会災害ボランティアセンター 

東京都災害ボランティアセンター 

 大島支援ボランティア２０００人超える 
 

伊豆大島で大規模な土石流災害が発生してから 3週間が経過しました。 

大島社会福祉協議会で災害ボランティアセンターを立ち上げた 10月 18 日（金）から 11

月 6日（水）までのボランティアの活動者数が 2000 人を超えました。発災から約 2週間は、

宿泊先や資機材など、ボランティアの活動環境の整備が難しく、島内の方々を中心とした

ボランティア活動が展開されました。しかし、11 月 2 日～4 日の 3 連休には島外のボラン

ティアも多く駆けつけて頂き、支援活動が行なわれています。 

また、避難者については、大島町開発総合センターに避難されていた方が教職員住宅に

移られるなど、少しずつではありますが、復興に向けた変化が見られてきています。 

しかしながら、自主的避難をされている方、被災した住宅に留まっている方などへの支

援は十分とは言えない状況もあり、今後も、被災者の生活ニーズを丁寧に見ていくととも

に被災した島民の生活の復興につなげられるよう、ボランティア活動の支援を行っていき

ます。 

今後も、ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

■これまでのボランティア活動者数 

2030 人（10 月 18 日～11 月 6日の延べ人数） 

 

■活動件数（詳しくは別添資料を参照） 

206 件（10 月 18 日～11 月 6日の延べ件数） 

※ただし、206 件全てが終了したわけではなく、継続的にボランティア活動が必要な件

数も含む。 

 

■今後のボランティア活動について 

○引き続き、土砂災害により家屋に流入した土砂を取り除く活動を行ないます。 

○現在も避難生活を続けられている方々をはじめとした被災者へのボランティア支援プ

ログラムを検討し、実施していきます。 

 

■問い合わせ先 

東京都災害ボランティアセンター 

（事務局）東京ボランティア・市民活動センター 

住所:東京都新宿区神楽河岸 1-1 

電話:03-3235-1171  FAX:03-3235-0050 

http://www.tvac.or.jp/ 

以上 

プレスリリース 
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プレスリリース 

 

大島社協災害ボランティアセンターからのお知らせ 

平成 25年 11 月 20日 

 

 大島社会福祉協議会（大島社協）では、10 月 18 日正午に災害ボランティア

センターを開設し、11月 17日までに島内外から延べ 4,420名のボランティアの

参加を得て、延べ 413件の復旧活動、被災者支援活動を行ってきました。 

 また、センターの運営にあたりましては、各種の団体・個人から支援金、支

援物品、資機材のご提供を受けました。ご協力ありがとうございました。 

 災害ボランティアセンターとしては、復興に向けた変化が見られた段階でセ

ンターの機能を変更（災害復旧から生活支援へ）しますが、大島社協は今後も

引き続き被災された方々に寄り添い、長期にわたって共に歩んでいけるよう各

種の活動を展開してまいります。 

 今後とも引き続きご支援・ご協力のほどよろしくお願い致します。 

 

島内のボランティアのみなさまを中心に引き続き活動をお願いし 

島外の個人ボランティアの受付を見合わせます 

 

災害ボランティアセンターの立ち上げから約１ヶ月が経過して、11月 18日以降、

本日まで現地の状況確認をしたところ、土砂出し、ガレキ撤去など多人数を要

するニーズは収束傾向にあるため、11月 25 日（月）より島外の個人ボランティ

アの受付を見合わせさせていただきます。 

島内のボランティアのみなさまは引き続きご協力お願いいたします。なお、活

動内容などについては、当センターの公式サイト、公式 Facebookをご覧いただ

くか、お電話にてお問い合わせください。 

 

問い合わせ先 

大島社協災害ボランティアセンター 

080-2334-5147 
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